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０
０
人
を
超
え
、
25
年
に
次
ぐ
多
さ
だ
。
せ
き
や

く
し
ゃ
み
を
通
じ
て
広
が
る
風
疹
は
、
妊
娠
中
の

女
性
が
感
染
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓

な
ど
に
障
害
が
出
る
先
天
性
風
疹
症
候
群
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
10
月
に
は
、
米
国
が
日
本
で
風

疹
が
流
行
し
て
い
る
と
し
て
、
予
防
接
種
や
過
去

の
感
染
歴
が
な
い
妊
婦
は
日
本
に
渡
航
し
な
い
よ

う
勧
告
し
た
▼
国
内
の
受
け
止
め
は
米
国
の
勧
告

ほ
ど
深
刻
だ
ろ
う
か
。
来
年
か
ら
30
〜
50
代
の
男

性
を
対
象
に
予
防
接
種
の
原
則
無
料
が
決
ま
っ
た

が
、
世
界
の
中
で
も
衛
生
環
境
が
良
い
と
さ
れ
る

中
、
感
染
症
対
策
で
は
課
題
が
あ
り
そ
う
だ
▼
厳

冬
を
迎
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
す

る
時
期
だ
。
流
行
す
る
感
染
症
へ
の
正
し
い
理
解

と
予
防
接
種
な
ど
の
適
切
な
対
処
が
一
人
一
人
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
手
洗
い
う
が
い

と
、
適
切
な
休
養
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

新
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
11
月
23
日
は
、
五
千
円
札

に
描
か
れ
る
樋
口
一
葉
の
命
日
「
一
葉
忌
」。「
た

け
く
ら
べ
」「
に
ご
り
え
」
な
ど
を
世
に
送
り
出

し
た
の
は
、
24
年
あ
ま
り
の
生
涯
の
中
で
わ
ず
か

１
年
半
だ
っ
た
▼
一
葉
の
命
を
奪
っ
た
の
は
、
当

時
国
民
病
や
亡
国
病
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
罹
患
者
が

多
か
っ
た
結
核
。
戦
後
は
急
速
に
罹
患
率
が
低
下

し
た
が
、
近
年
、
医
療
機
関
で
の
集
団
感
染
で
死

者
が
出
て
い
て
、
決
し
て
過
去
の
病
気
と
は
言
え

な
い
▼
平
成
27
年
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
日

本
の
結
核
罹
患
率
の
値
は
、
人
口
10
万
人
あ
た
り

14
。
先
進
諸
国
が
３
か
ら
９
の
値
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
深
刻
さ
が
う
か
が
え
る
▼
今
年
は
国
内
で
風

疹
の
患
者
が
、
今
月
２
日
ま
で
に
合
わ
せ
て
２
４

桑
畠
の
霜
荒
れ
土ヅ

チ

に　

晝
日
照
り
、

　
　

ま
ね
く
乾
き
て
、　

　
　
　
　

と
ほ
き　

も
の
音

（「
水
の
上
」）

釈　

迢
空

「
冬
木
」

11
月
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

政
府
間
委
員
会
は
、「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」（
秋
田
）

や
「こ

し
き

島じ
ま

の
ト
シ
ド
ン
」（
鹿
児
島
）
な
ど
８
県
10

件
の
行
事
で
構
成
す
る
「
来
訪
神　

仮
面
・
仮
装
の

神
々
」
を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
と
決
定
。
日

本
各
地
の
民
俗
伝
承
に
国
内
外
の
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　

新
年
を
迎
え
る
行
事
や
習
わ
し
も
ま
た
、
民
俗
が

伝
承
さ
れ
、
変
遷
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

国
学
の
流
れ
を
く
む
国
学
院
大
学
は
、「
新
国

学
」
と
も
称
さ
れ
た
民
俗
学
の
講
座
を
日
本
で
初
め

て
開
き
、
研
究
は
今
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

「
日
本
民
俗
学
の
祖
」
と
仰
が
れ
る
柳
田
國
男
、

そ
し
て
柳
田
の
高
弟
と
し
て
民
俗
学
の
基
礎
を
築
い

た
折
口
信
夫
。
二
人
は
本
学
で
教
壇
に
立
ち
、「
伝

承
」
と
「
変
遷
」
を
刻
ん
で
き
て
い
る
歴
史
世
界
を

明
ら
か
に
す
る
、
民
俗
学
の
研
究
を
深
め
た
。
文
学

部
の
新し

ん

谷た
に

尚た
か

紀の
り

教
授
は
「
柳
田
、
折
口
の
民
俗
学
は

歴
史
学
や
考
古
学
、
文
学
な
ど
多
様
な
学
問
を
取
り

入
れ
た
〝
総
合
的
な
歴
史
科
学
〞
と
も
い
え
る
」
と

説
く
。

　

日
本
を
知
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
民
俗
学
と
い
う

視
点
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ
か
ら
学
ん
で
み
た
い
。

【
６
、
７
面
に
関
連
記
事
】

　

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
有
識
者
を
迎

え
て
行
わ
れ
る
本
学
の
水
曜
講
座
が
11
月
28

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
東
京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
が
学

生
ら
約
3
0
0
人
を
前
に
、「
２
０
２
０
と

そ
の
先
の
東
京
」
と
題
し
て
講
義
を
行
っ

た
。

　

２
年
後
に
迫
っ
た
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
「
史
上
最
大
、
最
高
の
東
京
大
会

に
し
た
い
」
と
話
す
小
池
知
事
。「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
主
役
を
支
え
る
大
き
な
役
目
を
担

っ
て
い
る
」
と
、
集
ま
っ
た
学
生
ら
に
２
万

人
を
目
標
に
集
め
る
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
が
「
３
つ
（
セ
ー
フ
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
ス
マ
ー
ト
）
の
シ
テ
ィ
ー

を
目
指
し
て
い
る
」
と
話
し
、
無
電
柱
化
の

推
進
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
取
り
組
み
を
紹
介
。「
安
心
安
全
に
生
活

が
で
き
る
東
京
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

　

学
生
か
ら
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
極
意
」
を
質
問

さ
れ
た
小
池
知
事
は
、
ク

ラ
ー
ク
博
士
の
「
少
年
よ

大
志
を
抱
け
」
を
引
用
し

な
が
ら
「
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
。
大

志
を
具
体
的
な
３
つ
の

『
小
志
』
に
し
て
、
目
標

を
達
成
し
て
喜
び
を
分
か

ち
合
う
こ
と
を
積
み
重
ね

て
ほ
し
い
」
と
自
説
を
語

っ
た
。

民
俗
学

か
ら
学
ん
で
お
き
た
い

か
ら
学
ん
で
お
き
た
い

ゼ
ロ
ゼ
ロ
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立科町と相互連携、協力へ
協定調印

21世紀研究教育計画
外部評価委員会を開催

教職員人事

　学校法人国学院大学は、町内に厚生施設
「蓼科寮」がある長野県立科町と相互連携お
よび協力に関する基本協定を結ぶこととな
り、11月15日、町役場で調印式が行われた。
　本法人と立科町は、昭和33年に白樺高原
の町有地に大学寮建設のための土地賃貸借契
約を締結して以来、60年の長きにわたる交
流関係を構築してきた。
　今回の協定締結は、包括的な連携により住
民生活の向上、学術研究の向上、地域社会の
発展と人材育成を推進することが目的。併せ
て、「ウガンダ共和国　陸上競技、中長距離
種目選手および関係者への宿泊所提供に関す
る覚書」を交わした。
　町は、2020年東京五輪・パラリンピック
でウガンダの選手と住民が交流するホストタ
ウンに名乗りを上げていて、同国の陸上中長
距離選手は蓼科寮を拠点として事前合宿を行
う。
　調印式には、同町の米村匡人町長、西藤努
町議会議長、本法人から坂口𠮷一理事長、石
井研士理事（副学長）が出席。協定書に署名
し笑顔で握手を交わした。

　学校法人国学院大学は10月１日、中期計画
「21世紀研究教育計画」の進捗に関する客観
的な評価を受けるため、21世紀研究教育計画
委員会の下に外部評価委員会を設置した。外
部評価委員には、有識者、経済界、神社界、
卒業生、保護者らから５人の委員が選出さ
れ、第１回会議が11月20日、渋谷キャンパス
で開かれた。
　会議に先立ち坂口𠮷一理事長は「率直なご
意見をいただき、事業計画を遂行していくた
めに役立てていきたい」と挨拶した。委嘱状
の交付に続いて、委員長に河田悌一・一般社
団法人大学資産共同運用機構理事長を選出
し、具体的な議事が進められた。

［退職］
　◆自己都合
　　◎ 大学事務局◇専任▽神山幸子（財務部

経理課書記）
以上、平成30年12月31日付 

「
読
者
の
求
め
る『
西
郷
』描
く
」

林
真
理
子
氏
が
講
演
、５
０
０
人
を
魅
了

協
定
書
を
手
に
す
る
金
杉
恭
三
社
長（
写
真
左
）と
坂
口
𠮷
一
理
事
長

　

学
校
法
人
国
学
院

大
学
と
あ
い
お
い
ニ

ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
（
東
京
都
渋
谷

区
）
は
地
域
の
発

展
、
若
年
層
の
育
成

な
ど
を
目
的
と
し
た

包
括
的
な
連
携
協
定

を
締
結
し
た
。
今
回

の
協
定
は
、
女
性
の

活
躍
進
出
、
障
が
い

者
雇
用
と
定
着
支
援

な
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
に
関
す
る
取
り
組

み
や
、
地
域
に
密
着

し
人
々
の
生
活
を
守

る
た
め
の
活
動
を
展

開
し
て
き
た
同
社
、

渋
谷
学
や
共
存
学
な
ど
の
地
域
貢

献
や
持
続
可
能
な
社
会
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
き
た
本
法
人
と
が

協
働
し
、
誰
も
が
幸
せ
に
な
れ
る

社
会
の
実
現
を
渋
谷
か
ら
考
え
発

信
す
る
た
め
に
連
携
す
る
も
の
。

国
連
が
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
開

発
目
標
「
S
D
G
s
」
を
基
礎
的

な
考
え
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
く
。

　

両
者
は
、
平
成
29
年
に
赤
井
益

久
学
長
と
金
杉
恭
三
代
表
取
締
役

社
長
が
ト
ッ
プ
対
談
を
し
た
縁
で

連
携
を
深
め
て
き
た
。

　

12
月
７
日
の
調
印
式
で
は
、
坂

口
𠮷
一
理
事
長
と
金
杉
社
長
が
協

定
書
に
調
印
し
た
。
坂
口
理
事
長

は
「
互
い
に
手
を
携
え
、
誰
も
が

幸
せ
に
な
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
」

と
挨
拶
し
、
金
杉
社
長
は
「
両
者

で
取
り
組
む
事
柄
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
課
題
の
解
決
、
持
続
可
能

な
社
会
に
つ
な
が
る
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
」
と
応
じ
た
。

　

調
印
式
後
に
は
、
協
定
締
結
を

記
念
し
て
、
２
０
２
０
年
東
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
選

ば
れ
て
い
る
ボ
ッ
チ
ャ
の
交
流
試

合
が
行
わ
れ
、
両
者
の
役
職
員
、

本
学
学
生
が
立
場
や
年
齢
を
超
え

て
競
技
を
楽
し
み
、
親
交
を
深
め

た
＝
写
真
右
下
。

あいおいニッセイ同和損保と
連携協定締結

　

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
原
作
者
で
直
木

賞
選
考
委
員
を
務
め
る
林
真
理
子
氏
を
講
師
に
迎

え
た
国
学
院
大
学
文
化
講
演
会
が
11
月
17
日
、
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。「
西
郷
隆
盛
と
い

う
人
」
と
題
し
て
講
演
し
た
林
氏
は
「
妻
・
愛あ

い

加か

那な

の
存
在
抜
き
に
西
郷
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
長
男
・
菊
次
郎
の
視
点
で

分
か
り
や
す
く
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
念
頭
に

置
い
た
」
と
述
べ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
５
０
０

人
を
超
す
聴
衆
を
沸
か
せ
た
。

　

講
演
の
冒
頭
、「
国
学
院
大
学
は
レ
ベ
ル
が
高

い
の
で
緊
張
し
て
い
る
」
と
聴
衆
を
笑
わ
せ
た
林

氏
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
も
、「
西
郷
と
い
う

人
物
は
分
か
ら
な
い
。
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
大

き
く
な
り
、
大
き
く
立
派
な
人
に
描
く
と
遠

い
存
在
に
、
親
し
み
あ
る
人
に
す
る
と
（
人

物
が
）
小
さ
く
な
る
」
と
創
作
の
苦
労
を
吐

露
し
た
。

　

ま
た
、
ド
ラ
マ
で
は
俳
優
の
西
田
敏
行
さ

ん
が
語
り
を
兼
ね
て
演
じ
る
菊
次
郎
に
つ
い

て
、「（
南
洲
）
顕
彰
館
を
訪
れ
た
際
に
脚
本

家
の
中
園
ミ
ホ
さ
ん
は
弟
の
従
道
に
注
目
し

た
が
、
私
は
菊
次
郎
の
写
真
に
引
か
れ
た
」

と
、
認
知
度
が
低
い
菊
次
郎
を
物
語
の
舞
台

回
し
に
選
ん
だ
い
き
さ
つ
を
紹
介
。
さ
ら

に
、「
海
音
寺
潮
五
郎
先
生
の
描
く
西
郷
隆

盛
像
は
難
し
く
、
読
み
通
せ
な
い
人
が
多

い
。
だ
が
、
菊
次
郎
の
視
点
か
ら
な
ら
い
け

る
と
思
い
、
菊
次
郎
が
明
治
37
年
に
京
都
市

長
に
就
任
し
た
際
に
父
を
回
想
す
る
シ
ー
ン

か
ら
小
説
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
」と
語
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
歴
史
を
伝
え
る
た
め

の
力
点
は
」
と
の
質
問
に
、「
平
易
だ
が
格

調
を
失
わ
な
い
こ
と
。
徹
底
的
に
調
べ
て
い

く
ら
で
も
書
け
る
が
、
史
実
の
中
か
ら
読
者

が
欲
す
る
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
」
と
答

え
会
場
を
唸
ら
せ
た
。　

西
郷
隆
盛
に
つ
い
て
語
る
林
真
理
子
氏
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新潟コメ作りWS
彬子女王殿下
学生らと新米のお食事会
　彬子女王殿下（本学特
別招聘教授）が総裁を務
められる一般社団法人心
游舎と本学の 共催によ
る「新潟コメ作りワーク
ショップ」の食事会が12
月４日、渋谷キャンパス
で行われた。
　同ワークショップは今年で３回目となり、
新潟市北区の農園で、田植え、草取り、稲刈
りを行ってきた。食事会には、彬子女王殿下
がご出席になり、坂口𠮷一理事長以下役教職
員、学生約20人と、収穫した新米をお召し
上がりになられた。
　増山正芳さん（神文４）は「自然栽培、農
家の方のコメ作りへの熱い思いに触れること
ができた」と３年間の取り組みを振り返っ
た。彬子女王殿下は「毎年ワークショップの
質が上がってきたのは、皆さんが熱心に参加
して一緒に作り上げてくれたからだと思いま
した」とお言葉を述べられた。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
込
め
る

人
間
開
発
学
部
創
設
10
周
年

３氏に学位記を授与
　国学院大学は、学位申請のあった飯泉健司
埼玉大学教授、松本洋幸大正大学准教授、黒
﨑浩行神道文化学部教授に対し、審査の結
果、学位を授与することを決定した。授与式
は12月５日、渋谷キャンパスで行われ、赤井
益久学長から学位記が贈られた。
◎博士（文学）＝飯泉健司氏
　飯泉氏の学位論文は「播
磨国風土記神話の研究̶神
と人の文学」。主査は、谷
口雅博・文学部教授、副査
は野中哲照・文学部教授、
神田典城・学習院女子大学
教授、橋本雅之・皇学館大学教授。
◎博士（歴史学）＝松本洋幸氏
　松本氏の学位論文は「近
代日本における水道整備
課程の歴史的研究」。主査
は、上山和雄・大学院客員
教授、副査は根岸茂夫・文
学部教授、有馬学・九州大
学名誉教授、中村尚史・東京大学教授。
◎博士（宗教学）＝黒﨑浩行氏
　黒﨑氏の学位論文は「現
代日本社会における神道文
化の役割と課題に関する
宗教社会学的研究―地域
再生・メディア・災害復興
―」。主査は、井上順孝・
大学院客員教授、副査は石井研士・神道文化
学部教授、弓山達也・東京工業大学教授。

辰巳名誉教授　日本学賞を受賞
　日本学の各分野の最
高の業績を顕彰する今
年の日本学賞（日本学基
金主催）に、辰巳正明名
誉教授が選ばれた。辰
巳名誉教授は長年にわ
たる「東アジアを視点
とする古代和歌・詩の本質の解明」の業績が
評価され、今回の受賞となった。
　贈呈式は11月23日、学士会館（東京都千
代田区）で行われ、中西進会長から賞状など
が贈られた。
　平成７年に『万葉集と中国文学』で博士
（文学）を取得。大東文化大学教授などを経
て、12年本学文学部教授。27年３月に定年に
より退職し現在名誉教授。主な著書に『詩の
起原』（笠間書院）などがある。

　

人
間
開
発
学
部
の
創
設
10
周
年
を

記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
10

日
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
多
く
の
役
教
職
員
や
現

役
学
生
ら
が
聞
き
入
る
中
、
学
部
の

現
役
学
生
・
教
員
と
院
友
が
「
人
間

開
発
学
部
10
年
の
歩
み
と
展
望
」
と

題
し
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
懐
か
し
む
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
学
部
の
発
展
に
向
け
た

期
待
を
語
り
合
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
初
代
学
部
長
の
新

富
康や

す
ひ
さ央
教
授
と
宮
川
八や

き岐
、
木
村
一
彦
の
両

元
教
授
、
教
員
や
ス
ポ
ー
ツ
界
の
指
導
者
に

就
い
て
い
る
院
友
３
人
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
役
を
務
め
た
田
沼
茂
紀
学
部
長
（
教
授
）

の
計
７
人
が
登
壇
し
た
＝
写
真
上
＝
。

　

木
村
元
教
授
は
大
学
院
の
新
設
を
提
言

し
、「
大
学
院
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
人

間
開
発
学
に
取
り
組
む
人
が
増
え
、
学
部
も

進
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。
宮
川
元
教
授
は
「
今
後
も
一
層
、
学
部

名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
教

員
仲
間
、
そ
し
て
社
会
に
尊
敬
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
人
間
性
豊
か
な
教
員
を
輩
出
す
る
大

学
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

学
部
の
設
置
構
想
段
階
か
ら
中
心
的
な
役

大
勢
の
学
生
ら
が
聴
講
し
た

　

渋
谷
区
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
４
大
学
（
国

学
院
、
青
山
学
院
、
実
践
女
子
・
同
短
期
大
学

部
、
聖
心
女
子
）
が
11
月
24
日
、
青
山
学
院
大
学

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
多
様
性
と
共
生
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
共
同
で
開
催
し
た
。

　

今
回
の
催
し
は
、
各
大
学
が
持
つ
学
術
資
産
を

基
に
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
昨
年
12

月
に
４
大
学
で
締
結
し
た
包
括
協
定
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
た
。
協
定
に
基
づ
く
４
大
学
共
同
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
初
め
て
。

　

講
演
会
に
招
か
れ
た
長
谷
部
健
渋
谷
区
長
は

「
多
様
性
に
係
る
渋
谷
区
の
取
り
組
み
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。
同
区
の
基
本
構
想
「
ち
が
い
を
ち

か
ら
に
変
え
る
街
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
多
様
性
社
会

を
推
進
す
る
取
り
組
み
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、

「（
多
様
性
を
阻
む
差
別
は
）
当
事
者
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
取
り
囲
む
周
り
の
人
の
意
識
の
変

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
４
大
学

の
教
授
陣
が
登
壇
。
本
学
か
ら
は
、
渋
谷
の

変
遷
な
ど
を
多
方
面
か
ら
紹
介
す
る
、
研
究

開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
共
著
『
渋
谷
学
』

（
弘
文
堂
）
が
あ
る
石
井
研
士
副
学
長
・
神

道
文
化
学
部
教
授
が
参
加
し
、「
多
義
的
存

在
様
式
を
含
み
つ
つ
、
持
続
的
な
発
展
を
可

能
と
す
る
社
会
を
考
察
す
る
試
み
で
あ
る

『
共
存
学
』
を
大
学
と
し
て
推
進
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

青
山
学
院
大
学
の
飯い

い
ざ
さ笹
佐
代
子
教
授
は

「
多
文
化
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
カ
ナ
ダ
・

ケ
ベ
ッ
ク
州
の
多
様
な
宗
教
を
学
ぶ
小
学
校

の
教
材
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

実
践
女
子
大
学
の
広
井
多た

づ

こ

鶴
子
教
授
は

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」と
題
し
、
経
済
協
力
開
発
機

構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）加
盟
国
の
平
均
値
と
し
て
、

女
性
の
高
等
教
育
修
了
者
の
割
合
が
男
性
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

聖
心
女
子
大
学
の
大
橋
正
明
教
授
は「
グ

ロ
ー
バ
ル
共
生
」と
題
し
、難
民
受
け
入
れ
態

勢
に
つ
い
て
、
日
本
で
議
論
が
進
ん
で
い
な

い
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
会
場
に
集
ま

っ
た
区
民
や
４
大
学
の
学
生
、
教
員
ら
は
、

各
教
授
の
報
告
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
疑
問
に

感
じ
た
点
な
ど
を
質
問
し
て
い
た
。

渋谷４大学協定

「多様性と共生社会」テーマに
初のパネルディスカッション開催

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
石
井
研
士
副
学
長

（
左
か
ら
２
人
目
）ら
４
大
学
の
教
授
陣

割
を
果
た
し
、

今
年
度
を
最
後

に
退
職
す
る
新

富
教
授
は
「
本

学
部
を
巣
立
っ

た
人
た
ち
は
、

日
本
の
教
育
を

変
え
て
い
く
存

在
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な

い
」
と
強
調
。

学
部
の
教
員
陣

に
向
け
て
は
、

「
人
間
開
発
学

は
学
問
と
し
て

確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
学
問
と

し
て
の
構
築
を
目
指
し
て
も
ら
う
こ
と
を
宿

題
に
し
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
田
沼
学
部
長
は
「
創
設
10

周
年
は
一
里
塚
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
が
本

番
だ
。
20
周
年
、
30
周
年
へ
向
け
、
進
む
べ

き
道
の
新
た
な
原
点
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
」
と
結
ん
だ
。

　

人
間
開
発
学
部
は
平
成
21
年
、
人
間
科
学

を
中
心
と
す
る
学
際
的
、
実
践
的
な
学
問
を

教
授
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
員
や
指
導
者
ら

の
養
成
を
目
的
と
す
る
初
等
教
育
、
健
康
体

育
の
２
学
科
で
構
成
さ
れ
る
学
部
と
し
て
創

設
。
25
年
に
は
、
幼
児
教
育
や
保
育
に
関
わ

る
人
材
を
育
成
す
る
子
ど
も
支
援
学
科
を
新

設
し
、
３
学
科
を
擁
す
る
学
部
と
な
っ
て
現

在
に
至
る
。
今
春
に
は
６
期
生
を
送
り
出

し
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
６
０
０
人
の
院
友
が

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
。
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国
内
外
派
遣
研
究
員
決
ま
る

岡田教授「大嘗祭」を論じる
常磐松ホール満員の盛況

人間開発学部
地域住民と体を動かし、健康を
考えるスポーツフェスティバル
　人間開発学部地域ヘルスプロモーションセ
ンター主催の「第４回地域交流スポーツフェ
スティバル」が11月25日、たまプラーザキ
ャンパスで行われた。
　「スポーツ科学を、もっと身近に」をテー
マに、本学教員と人間開発学部生が企画。地
域住民を対象に、体力測定や栄養・体組成チ
ェック、最新のスポーツ科学を基にしたボー
ル投げ教室などが開かれた。
　体力測定のコーナーでは、高齢者にはバラ
ンス能力を、幼児には敏捷性を測るテストな
どが用意され、子どもからお年寄りまでが楽
しみながら学生たちと体力測定を行った。

文学部
英語で落語を楽しみ、小噺を実演
　文学部外国語文化学科の「文化発信型英語
力開発活動」の一環として11月22日、鹿鳴
家英楽師匠による英語落語のセミナーが渋谷
キャンパス130周年記念５号館で開かれた。
　国内外で英語落語の公演を行うこの企画は
今年で３回目。英楽師匠は、日本独自の文化
で、庶民の暮らしや風俗を描く落語をどのよ
うに英語で表現しているかなどを紹介し、古
典落語の「真田小僧」を英語で披露した。
　その後、参加者が高座に上がり、英語の小
噺を実践。英語落語の世界を楽しんだ。

法学会講演会
身近な消費者問題に警鐘鳴らす
　国学院大学法学会が主催する講演会が11
月22日、渋谷キャンパスで行われ、国民生
活センター総括主任相談員で本学兼任講師の
吉松惠子氏が「大学生も知っておくべき消費
者問題～なぜ消費者法を学ぶ必要があるのか
～」と題し講演した。
　講演では、国民生活センターなどで問い合
わせが増えているという若者にかかわる消費
者トラブルについて、具体的な事例と消費生
活センターの対応例を紹介。「消費者トラブ
ルに遭わない、解決するためには消費者法を
学ぶ必要がある」と語った。
　聴講した「民法・債権各論Ａ」（佐藤秀勝
教授、川村尚子講師担当）履修学生らは、大
学生の身に起こった具体的な紛争事例や消費
者法の意義に熱心に耳を傾けた。

　

国
学
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
（
根
岸
茂
夫
機
構

長
）
の
公
開
学
術
講
演
会
が
11
月
17
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
岡
田
莊
司
・
神
道

文
化
学
部
教
授
が
「
古
代
と
近
代
の
大
嘗
祭
と
祭
祀

制
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
皇
位
継
承
の
「
御
代
替
わ

り
」
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
大
嘗

祭
」
を
１
年
後
に
控
え
、
会
場
に
は
定
員
の
２
５
０
人

を
超
す
聴
衆
が
詰
め
か
け
た
。

　

講
演
で
岡
田
教
授
は
「
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
、
自

然
景
観
を
背
景
と
し
た
地
域
の
神
社
祭
祀
と
、
宮
殿
祭

祀
の
系
譜
を
ひ
く
天
皇
祭
祀
の
二
重
構
造
だ
っ
た
」

と
解
説
。
さ
ら
に
、「
か
つ
て
は
全
国
の
神
々
で
あ
る

天て
ん

神し
ん

地ち

祇ぎ

を
祀
る
の
は
地
方
の
民
だ
っ
た
。
天
皇
が
お

祭
り
で
き
る
の
は
天あ

ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
だ
け
だ
っ
た
が
、
明
治
維

新
で
祭
祀
権
の
一
元
化
が
進
め
ら
れ
、
天
皇
親
祭
が
確

立
し
た
」
と
し
た
。

　

大
嘗
祭
の
源
流
に
つ
い
て
は
、「
壬
申
の
乱
（
６

７
２
年
）
で
そ
れ
ま
で
の
祭
祀
シ
ス
テ
ム
が
解
消
さ

れ
、
乱
に
勝
利
し
た
天
武
天
皇
に
よ
っ
て
天
照
大
神

に
対
す
る
信
仰
が
高
め
ら
れ
た
の
が
契
機
」
と
し
、

「
天
武
天
皇
２
（
６
７
３
）
年
の
祭
祀
で
は
都
周
辺
以

外
の
地
域
で
取
れ
た
コ
メ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
在

の
大
嘗
祭
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
日
本
国
中
を
天
皇
が

統
治
す
る
古
代
国
家
の
成
立
を
示
す
も
の
」
と
指
摘
。

　

一
方
で
、「
７
世
紀
の
壬
申
の
乱
以
後
と
同
じ
く
、

19
世
紀
の
戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
も
従
来
の
シ
ス
テ
ム
が

一
新
さ
れ
、
卜
部
氏
や
中
臣
氏
、
白
川
家
や
吉
田
家
な

ど
神
道
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
が
排
除
さ
れ
る
と
と
も

に
、『
五
箇
条
御
誓
文
』
を
機
に
『
神
降
ろ
し
』
な
ど

近
代
の
作
法
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
岡
田
教
授
は
古
く
か
ら
大
嘗
祭
の
神し

ん

饌せ
ん

に

ア
ワ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
。「
国
民
生
活
が

安
定
す
る
よ
う
、（
救
荒
食
に
な
る
）
ア
ワ
の
収
穫
も

併
せ
て
祈
願
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
嘗
祭
は
国
民
＝

大お
お
み
た
か
ら

御
宝
が
疲
弊
し
な
い
よ
う
に
と
の
思
い
が
こ
も
っ
た

『
稲
と
粟
の
祭
』
で
あ
っ
た
」
と
の
持
論
を
展
開
し
た
。

　

国
学
院
大
学
の
平
成
31
年
度
派

遣
研
究
員
「
研
究
課
題
」
研
修

先
、
派
遣
期
間
が
次
の
通
り
決
定

し
た
。

【
国
内
派
遣
研
究
員
】
◇
文
学
部

…
小
川
直
之
教
授
「
民
俗
芸
能
に

関
す
る
折
口
理
論
の
再
検
討
」
柳

田
國
男
記
念
伊
那
民
俗
学
研
究

所
、
宮
崎
県
立
博
物
館
な
ど
、
４

月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
▽

高
橋
昌
一
郎
教
授
「
フ
ァ
イ
ヤ
ア

ー
ベ
ン
ト
の
哲
学
研
究
お
よ
び
ゲ

ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理
の
新
訳

完
成
」
東
京
大
学
図
書
館
な
ど
、

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

▽
吉
岡
孝
教
授
「
明
治
維
新
の
再

検
討
」
国
立
公
文
書
館
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
、
国
学
院
大
学
図

書
館
な
ど
、
４
月
１
日
〜
平
成
32

年
３
月
31
日
▽
宍
戸
節
太
郎
准
教

授
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ

ー
帝
国
期
ド
イ
ツ
語
圏
文
化
の
複

眼
的
考
察
」
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学

図
書
館
（
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
）、
国

学
院
大
学
図
書
館
な
ど
、
４
月
１

日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
◇
法
学

部
…
門
広
乃
里
子
教
授
「
寄
与
分

制
度
の
再
検
討
―
家
族
に
よ
る
介

護
の
法
的
評
価
と
公
平
な
遺
産
分

割
を
目
指
し
て
―
」
上
智
大
学
図

書
館
、
国
学
院
大
学
、
４
月
１
日

〜
平
成
32
年
３
月
31
日
▽
宮
内

靖
彦
教
授
「
武
力
行
使
の
機
能

変
容
」
早
稲
田
大
学
図
書
館
、

Institute of Advanced Legal 
Studies

（
英
国
）、
国
学
院
大
学

０
７
１
１
研
究
室
、
４
月
１
日
〜

平
成
32
年
３
月
31
日
◇
経
済
学
部

…
高
橋
克
秀
教
授
「
保
護
貿
易
の

高
ま
り
と
日
本
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
関
す

る
計
量
的
研
究
―
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ

と
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
再
交
渉
を
契
機
と

し
て
―
」
国
学
院
大
学
図
書
館
、

国
学
院
大
学
０
９
１
７
研
究
室
、

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

▽
水
無
田
気
流
教
授
「
メ
デ
ィ
ア

と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
早
稲
田
大

学
教
育
学
総
合
研
究
科
、
４
月
１

日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
◇
神
道

文
化
学
部
…
齊
藤
智
朗
教
授
「
近

代
皇
室
・
神
社
制
度
の
展
開
に
関

す
る
研
究
―
国
学
院
大
学
関
連
人

物
を
中
心
に
―
」
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館
、
島
根
県
立
図
書

館
、
熊
本
県
立
図
書
館
な
ど
、
４

月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
◇

人
間
開
発
学
部
…
太
田
直
之
教
授

「
日
本
中
世
の
宗
教
意
識
に
関
す

る
研
究
」
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
国
学
院
大
学
図
書
館
、
４
月

１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日

【
国
外
派
遣
研
究
員
】
◇
文
学
部

…
小
手
川
正
二
郎
准
教
授
「
現
象

学
的
倫
理
学
の
基
盤
研
究
と
そ
の

応
用
倫
理
学
的
展
開
」
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
立
大
学
（
米
国
）、
４

月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
◆

法
学
部
…
大
江
毅
准
教
授
「
民
事

訴
訟
手
続
・
非
訟
事
件
手
続
の
手

続
連
携
に
関
す
る
、
比
較
法
的
手

法
を
一
視
覚
と
し
た
、
基
盤
的
研

究
」
ケ
ル
ン
大
学
手
続
法
・
倒

産
法
研
究
所
（
ド
イ
ツ
）、
10
月

１
日
〜
平
成
32
年
９
月
30
日
◇
経

済
学
部
…
杉
山
里
枝
教
授
「
三
菱

財
閥
の
経
営
組
織
と
ア
メ
リ
カ
大

企
業
に
お
け
る
経
営
組
織
の
展

開
に
関
す
る
国
際
比
較
研
究　

1
9
1
7
-1
9
4
6
」
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
（
米
国
）、
10
月
１
日

〜
平
成
32
年
９
月
30
日
◇
人
間
開

発
学
部
…
長
田
恵
理
准
教
授
「
イ

タ
リ
ア
の
言
語
教
育
政
策
と
小
学

校
外
国
語
指
導
者
養
成
お
よ
び
現

職
教
員
研
修
の
実
態
と
課
題
―
日

本
の
教
員
養
成
課
程
へ
の
応
用
可

能
性
の
検
討
―
」
シ
エ
ナ
外
国
人

大
学
（
イ
タ
リ
ア
）
な
ど
、
４
月

１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
◇
大

学
事
務
局
▼
国
際
交
流
事
務
部
国

際
交
流
課
…
大
久
保
有
紗
書
記

「
英
国
の
留
学
生
獲
得
競
争
現
状

の
研
究
・
調
査
な
ど
」
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
大
学
（
英
国
）
な
ど
、
10
月

１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日
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LLC講演会
ジャーナリスト・丸山氏が講演
　教育開発推進機構主催の公開講演会「旅で
身につけたコミュニケーション～考古学から
ジャーナリストへ～」が11月17日、渋谷キ
ャンパスで開催され、院友でジャーナリスト
の丸山ゴンザレスさんが学生ら約160人に対
して講演を行った。
　丸山さんは本学大学院で考古学を学んだ
後、出版社勤務を経てフリージャーナリスト
として活動。海外危険地などに赴き多くの取
材を重ね、執筆活動やテレビ出演など多方面
に活躍している。
　丸山さんは、日本語や英語が通じない海外
での取材経験や自身が身につけたコミュニケ
ーション術を紹介。「海外で初対面の人と接
する場合は自分との共通項を探すようにして
いる」「言語の習得はまず海外に飛び出てみ
ることから始まる」と語った。聴講した学生
たちは、映像や写真を交えたトークを熱心に
聞き入っていた。

経済学部
高校生が大学生活を一日体験
　経済学部生の生活や授業を体験してもらお
うと経済学部主催「E-Tour」が９月と11月
に行われた。11月17日に行われたイベント
には、約100人の高校生が参加。ファシリテ
ーター＆アドバイザー（FA）の在学生らの
サポートを受けながら、学部・学科紹介やア
クティブ・ラーニング型の模擬授業などを受
け、経済学部生の一日を体験した。
　FAとして、受験生を迎えた中村豊さん
（経営３）は「来年度以降も高校生がより参
加しやすいように、学生が一丸となって計画
を実行していきたい」と初めての試みに手ご
たえを語った。

　

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
た
大
蔵
流

山
本
東
次
郎
家
に
よ
る
狂
言
鑑
賞
会

「
狂
言
の
会
」
が
11
月
13
、
14
の
両

日
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。
人
間
国
宝
の
山
本
東
次

郎
さ
ん
（
昭
36
卒
・
69
期
文
）
に
よ

る
解
説
も
加
わ
り
、
２
日
間
で
６
番

組
（
演
目
）
が
上
演
さ
れ
た
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
能
楽
」

の
一
部
で
あ
る
狂
言
の
魅
力
を
楽
し

ん
だ
。

　

狂
言
の
会
は
、
東
次
郎
さ
ん
一
門

の
協
力
で
続
い
て
お
り
、
近
隣
住
民

ら
に
と
っ
て
も
〝
秋
の
風
物
詩
〞
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
２
日
間
で

計
８
０
０
人
の
抽
選
枠
に
今
年
は
約

９
５
０
通
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
変

わ
ら
ぬ
人
気
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ

た
。

　

上
演
さ
れ
た
番
組
は
、
初
日
が

「
八や

幡わ
た

の
前
」「
磁
石
」「
地
蔵
舞
」。

開
演
に
先
立
ち
、
文
教
大
学
の
田
口

和
夫
名
誉
教
授
が
「
狂
言
の
昔
と
今

　

そ
の
二
十
」
と
題
し
て
講
演
し
、

室
町
時
代
の
資
料
な
ど
を
参
照
し
な

が
ら
、
２
日
間
に
演
じ
ら
れ
る
番
組

の
あ
ら
す
じ
や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

た
。

　

２
日
目
は
、「
二
人
大
名
」「
附ぶ

子す

」「
米
市
」
を
上
演
。
こ
の
日
、

特
別
枠
で
招
か
れ
た
地
元
小
学
校
の

６
年
生
約
４
０
０
人
は
、
教
科
書
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
典
芸
能
の
舞

台
に
興
味
津
々
の
様
子
だ
っ
た
。

　

東
次
郎
さ
ん
は
上
演
後
の
解
説

で
、
番
組
の
組
み
合
わ
せ
を
決
め
る

際
に
は
「『
や
る
ま
い
ぞ
、
や
る
ま

い
ぞ
』
の
せ
り
ふ
で
終
わ
る
『
追
い

込
み
』
と
い
っ
た
曲
の
結
末
な
ど
要

素
が
似
た
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
る
」
と
明
か
し
た
。

　

鑑
賞
は
昨
年
に
続
き
２
度
目
と
い

う
女
性
は
「
昨
年
、
東
次
郎
さ
ん
が

気
さ
く
に
質
問
な
ど
に
答
え
て
く
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
今
年
も
応
募

し
た
。
最
前
列
の
席
に
座
わ
る
こ
と

が
で
き
、
舞
台
ま
で
の
距
離
が
近
く

て
、
よ
り
迫
力
を
感
じ
た
」
と
満
足

げ
。
初
め
て
狂
言
を
鑑
賞
し
た
と
い

う
男
性
は
「
狂
言
は
難
し
い
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
よ
く
分
か
る
内

容
で
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な

っ
た
。
来
年
も
、
ぜ
ひ
見
に
来
た

い
」
と
堪
能
し
て
い
た
。

第

回
13

「
古
代
信
仰
の
元
の
姿
」と
大
嘗
祭

◉

折
口
信
夫「
大
嘗
祭
の
本
義
」②

「
米
市
」を
熱
演
す
る
山
本
東
次
郎
さ
ん（
右
）ら

第
21
回「
狂
言
の
会
」

笑
い
に
包
ま
れ
６
番
組
上
演

たまプラーザキャンパス
工事に伴い正門を閉鎖
　たまプラーザキャンパスでは12月3日か
ら、校舎の外装や外構の工事が始まった。こ
れに伴い、工事対象となる正門から１号館１
階入り口までの区域が閉鎖され、通行止めと
なっている。
　たまプラーザ事務課では、来年３月末（予
定）までの工事期間中、体育館側の東門から
の通行を呼び掛けている。

　

平
成
30
年
11
月
29
日
、「
来
訪
神　

仮

面
・
仮
装
の
神
々
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
代
表
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
。

　

正
月
や
春
の
初
め
に
来
訪
す
る
神
（
ま

れ
び
と
）
が
、
言
葉
（
呪
言
）
に
よ
っ
て

人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
折
口

信
夫
（
国
文
学
者
・
民
俗
学
者
、
１
８
８

７
〜
１
９
５
３
）
の
祭
祀
論
・
日
本
文
学

発
生
論
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

そ
の
主
著
で
あ
る
『
古
代
研
究
』
３
冊

の
う
ち
、
民
俗
学
篇
２
（
昭
和
５

年
）
に
収
め
ら
れ
た
「
大
嘗
祭
の

本
義
」
と
も
無
関
係
で
は
無
い
。

　

「
大
嘗
祭
の
本
義
」
は
、
折
口

独
自
の
祭
り
に
つ
い
て
の
《
仮

説
》
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
冬
を
春
に
す
る
言
葉
を

発
す
る
神
の
出
現
（
春
祭
り
）、

秋
に
収
穫
の
報
告
を
す
る
（
秋
祭

り
）、
冬
に
「
外
来
の
威
霊
」
を

身
に
つ
け
る
（
冬
祭
り
）
と
い
う

サ
イ
ク
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
大

嘗
祭
の
本
義
」
で
は
、
大
嘗
祭
に

於
い
て
天
皇
が
神
に
神
饌
を
捧
げ

る
神
饌
供
進
を
《
秋
祭
り
》、
大

嘗
宮
神
殿
中
央
に
置
か
れ
た
神
座

（
寝
座
）
に
籠
も
っ
て
天
皇
が
天

皇
霊
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
《
冬

祭
り
》、
高
御
座
に
昇
っ
て
天
皇

が
言
葉
を
発
す
る
即
位
式
を
《
春

祭
り
》
に
あ
て
は
め
る
。
こ
の
《
仮
説
》

で
は
本
来
は
別
々
の
儀
式
で
あ
る
大
嘗
祭

と
即
位
式
と
を
一
続
き
の
儀
式
と
捉
え

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
続
き
の
祭

り
が
、
や
が
て
暦
法
の
変
化
に
よ
っ
て
、

別
々
に
な
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
神
座

（
寝
座
）
を
「
真ま

ど
こ
お
ふ
す
ま

床
襲
衾
」
と
呼
ぶ
な
ど

し
て
天
孫
降
臨
神
話
と
大
嘗
祭
・
即
位
式

を
結
び
つ
け
た
。

　

『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
１
（
昭
和
４

年
）
に
収
録
さ
れ
た
「
ほ
う
と
す
る
話
」

に
お
い
て
は
、
高
御
座
に
昇
っ
た
天
皇
は

「
遠
く
よ
り
来
た
ま
れ
び
と
神
で
あ
り
、

高
天
原
の
神
で
も
あ
っ
た
」
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
天
皇
が
神
座
（
寝
座
）
に
籠
も

る
と
い
う
作
法
は
資
料
に
は
み
え
な
い

が
、
高
御
座
に
昇
っ
た
天
皇
が
神
と
し
て

言
葉
を
発
す
る
こ
と
を
前
提
に
想
定
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
実
際
の
大

嘗
祭
は
即
位
式
の
後
に
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
折
口
の
《
仮
説
》
は
、

そ
の
独
特
の
直
感
に
よ
っ
て
、
類
似
す
る

古
典
と
各
地
に
残
る
儀
式
・
行
事
を
結
び

つ
け
な
が
ら
想
定
さ
れ
た
《
古
代
信
仰
の

元
の
姿
》
で
あ
っ
た
。

　

『
古
代
研
究
』
の
「
追
ひ
書
き
」
に
よ

れ
ば
、
そ
の
三
冊
は
、
柳
田
國
男
の
民
俗

学
を
国
学
に
取
り
入
れ
、「
新
し
い
国
学

の
筋
立
て
を
模
索
し
た
痕
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、「
新
し
い
国
学
を
興
す
事
」

は
、「
古
代
信
仰
の
元
の
姿
」
を
見
る
こ

と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授

　

大
東
敬
明

「
大
嘗
会
御
神
殿
絵
図（
部
分
）」（
国
学
院
大
学
博
物
館
所
蔵
）



デンデンムシ

マイマイ

カタツムリ

ナメクジ

習

風

コ
レ
コ
レ

ア
レ
ア
レ

年
末
年
始
の
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柳田國男（明治８年～昭和37年）　飾磨柳田國男（明治８年～昭和37年）　飾磨
（しかま）県（現・兵庫県南西部）出身。（しかま）県（現・兵庫県南西部）出身。
東京帝国大学法科大学卒。農商務省に入り東京帝国大学法科大学卒。農商務省に入り
貴族院書記官長などを歴任後、朝日新聞社貴族院書記官長などを歴任後、朝日新聞社
に入り論説などを執筆。その後、国際連に入り論説などを執筆。その後、国際連
盟委任統治委員。大正２年、雑誌『郷土盟委任統治委員。大正２年、雑誌『郷土
研究』を創刊。昭和10年、民間伝承の会研究』を創刊。昭和10年、民間伝承の会
（現・日本民俗学会）を創始し、日本民俗（現・日本民俗学会）を創始し、日本民俗
学の確立と研究の普及に努めた。26年、学の確立と研究の普及に努めた。26年、
国学院大学教授に就き神道に関する講座を国学院大学教授に就き神道に関する講座を
担当。同年、文化勲章受章。担当。同年、文化勲章受章。

折口信夫（明治20年～昭和28年）　大阪折口信夫（明治20年～昭和28年）　大阪
府出身、国学院大学国文科卒。大阪府立今府出身、国学院大学国文科卒。大阪府立今
宮中学の教員を経て、大正８年から国学院宮中学の教員を経て、大正８年から国学院
大学講師、11年から同教授。12年から慶大学講師、11年から同教授。12年から慶
応義塾大学講師兼任、昭和３年に同教授と応義塾大学講師兼任、昭和３年に同教授と
なり、多くの門弟を育成した。７年、雑誌なり、多くの門弟を育成した。７年、雑誌
『土俗と伝説』を発行し国文学研究への民『土俗と伝説』を発行し国文学研究への民
俗学導入という独自の学問を形成。この他俗学導入という独自の学問を形成。この他
にも『民俗芸術』『民俗学』などを創刊しにも『民俗芸術』『民俗学』などを創刊し
た。歌人、詩人としても活躍し、23年にた。歌人、詩人としても活躍し、23年に
日本芸術院賞受賞。日本芸術院賞受賞。

新谷尚紀新谷尚紀  文学部教授

民俗学から学んでおきたいから学んでおきたいゼロ

柳
田
國
男

柳
田
國
男
とと

折
口
信
夫

折
口
信
夫
がが

創
生
し
た

創
生
し
た

学
問
を
継
ぐ

学
問
を
継
ぐ

日
本
で
最
初
に
民
俗
学
の
講
座
を
設
置
し
た
国
学
院
大
学
。

日
本
で
最
初
に
民
俗
学
の
講
座
を
設
置
し
た
国
学
院
大
学
。

現
在
は
文
学
部
日
本
文
学
科
伝
承
文
学
コ
ー
ス
を
中
心
に
、

現
在
は
文
学
部
日
本
文
学
科
伝
承
文
学
コ
ー
ス
を
中
心
に
、

日
本
各
地
に
伝
わ
る
習
慣
や
文
化
を
学
ぶ
民
俗
学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
各
地
に
伝
わ
る
習
慣
や
文
化
を
学
ぶ
民
俗
学
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
、
そ
し
て
日
本
人
と
は
何
か
を
知
る
上
で

日
本
、
そ
し
て
日
本
人
と
は
何
か
を
知
る
上
で

欠
か
せ
な
い
民
俗
学
と
い
う
視
点
。

欠
か
せ
な
い
民
俗
学
と
い
う
視
点
。

そ
の
歴
史
や
研
究
手
法
に
つ
い
て
、

そ
の
歴
史
や
研
究
手
法
に
つ
い
て
、

新新し
ん
し
ん

谷谷た
に
た
に

尚尚た
か
た
か

紀紀の
り
の
り

・
文
学
部
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

・
文
学
部
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

新
谷
尚
紀
・
文
学
部
教
授
に
聞
く

伝
承
と
変
遷
が
刻
む

民
俗
学
の
歴
史

民
俗
学
の
歴
史

　

当
時
、
明
治
政
府
は
日
本
を
近
代
国

家
に
す
る
た
め
に
画
一
的
な
ル
ー
ル
を

敷
く
こ
と
を
図
っ
た
。
一
方
で
柳
田
國

男
は
、
日
本
を
知
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
郷
土
の
歴
史
と
民
俗
伝
承
、
風
俗

習
慣
な
ど
小
さ
な
事
実
を
て
い
ね
い
に

調
べ
、
意
味
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、「
郷
土
研
究
」
を
始
め
た
。

ま
だ
学
問
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
柳
田
の
民
俗
学

が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　

柳
田
が
昭
和
５（
１
９
３
０
）年
に
発

表
し
た『
蝸か

牛ぎ
ゅ
う

考こ
う

』と
い
う
論
文
が
あ

る
。日
本
全
国
の
カ
タ
ツ
ム
リ
の
呼
び

名
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、地
域
や
時
期
に

よ
っ
て「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
」「
マ
イ
マ
イ
」

「
ナ
メ
ク
ジ
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方

が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。近
畿
地
方

を
中
心
に「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
」、中
国
、四

国
、九
州
地
方
か
ら
関
東
地
方
の
広
い

範
囲
で「
マ
イ
マ
イ
」、北
関
東
〜
南
東

北
地
方
で「
カ
タ
ツ
ム
リ
」。さ
ら
に
調

べ
る
と
、青
森
や
長
崎
、大
分
の
山
間
部

で
は「
ナ
メ
ク
ジ
」と
呼
ぶ
地
域
が
あ
る

こ
と
も
分
か
っ
た
。調
査
結
果
を
デ
ー

タ
マ
ッ
プ
化
す
る
と
、柳
田
は
近
畿
地

方
か
ら
同
心
円
状
に
呼
び
名
が
分
布
す

る
こ
と
を
見
つ
け
、方
言
の
語
や
音
な

ど
文
化
的
中
心
地
か
ら
周
辺
に
向
か
っ

て
変
化
し
、伝
播
し
た
と
推
定
す
る「
方

言
周
圏
論
」を
提
唱
し
た
。

　

古
代
の
文
献
に
は
、
平
安
時
代
半
ば

（
9
0
0
年
代
）
の
『
和
名
抄
』
に

「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
と
い
う
言
葉
が
、
そ

し
て
江
戸
時
代
前
期
（
1
6
0
0
年

代
）
の
京
都
の
風
俗
を
描
い
た
『
日ひ

な
み次

記
事
』
に
「
で
で
虫
」
と
い
う
呼
び
名

が
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
文
献
を
調
べ

た
だ
け
で
は
「
カ
タ
ツ
ム
リ
は
平
安
時

学
問
と
し
て
の
萌
芽

　

日
本
で
「
学
問
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
多
く
が
欧
米
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、「
民
俗
学
」
の
創
始
も
例
外

で
は
な
い
。
19
世
紀
の
ド
イ
ツ
で
、

「
ド
イ
ツ
国
民
と
は
何
か
」
を
問
う
ｖ

ｏ
ｌ
ｋ
ｓ
ｋ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
（
フ
ォ
ル
ク
ス

ク
ン
デ
）
＝
民
俗
学
が
生
ま
れ
た
。
英

国
で
は
ｆ
ｏ
ｌ
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
（
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
）
＝
民
俗
学
と
し
て
、
庶
民
の

習
俗
や
文
化
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、
欧
米
で
の
民
俗
学
は
単
独
で
は

学
問
と
し
て
大
成
せ
ず
、
人
類
学
や
社

会
学
が
発
達
し
た
。

　

１
９
１
０
年
代
初
頭
の
日
本
は
、
明

治
維
新
を
経
て
兵
士
や
職
工
と
し
て
国

の
た
め
に
働
く
者
が
増
え
て
い
た
。
日

清
・
日
露
戦
争
で
の
勝
利
に
よ
り
、
民

衆
こ
そ
が
国
力
で
あ
り
、
民
俗
風
習
に

こ
そ
国
力
の
根
幹
が
あ
る
と
い
う
考
え

が
生
じ
た
こ
の
時
期
に
、
欧
米
か
ら

「
民
俗
学
」
が
入
っ
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。

代
、
デ
ン
デ
ン
ム
シ
は
江
戸
時
代
以
降

に
使
わ
れ
た
呼
び
名
」
と
い
う
こ
と
し

か
分
か
ら
な
い
が
、
聞
き
取
り
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
全
国
各
地
の

デ
ー
タ
を
集
め
、
分
類
、
整
理
す
る

と
、
そ
れ
ら
よ
り
ナ
メ
ク
ジ
が
古
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
物
事
の
変
遷
を
見

る
の
が
柳
田
の
手
法
で
あ
っ
た
が
、
当

時
、
そ
れ
を
理
解
す
る
学
者
は
お
ら

ず
、
唯
一
、
折
口
信
夫
だ
け
が
共
鳴

し
、
師
と
慕
う
の
で
あ
っ
た
。

国
学
院
と
民
俗
学

　

柳
田
は
、
ｆ
ｏ
ｌ
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
の
訳

　

柳
田
は
、
ｆ
ｏ
ｌ
ｋ
ｌ
ｏ
ｒ
ｅ
の
訳

語
と
し
て
の
「
民
俗
学
」
で
は
な
く
、

語
と
し
て
の
「
民
俗
学
」
で
は
な
く
、

ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　
ｐ
ｏ
ｐ
ｕ
ｌ

ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　
ｐ
ｏ
ｐ
ｕ
ｌ

ａ
ｉ
ｒ
ｅ
（
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ポ
ピ
ュ

ａ
ｉ
ｒ
ｅ
（
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ポ
ピ
ュ

レ
ー
ル
）
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
を
「
民

レ
ー
ル
）
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
を
「
民

間
伝
承
」
と
訳
し
、
こ
れ
を
自
ら
の
学

間
伝
承
」
と
訳
し
、
こ
れ
を
自
ら
の
学

問
と
主
張
し
た
。「
ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ

問
と
主
張
し
た
。「
ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
（
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
）
＝
文
化
の

ｏ
ｎ
（
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
）
＝
文
化
の

伝
承
は
時
間
や
空
間
を
超
え
て
伝
え
る

伝
承
は
時
間
や
空
間
を
超
え
て
伝
え
る

力
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

力
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
は
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）
＝

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）
＝

変
遷
が
あ
る
」。
つ
ま
り
、
歴
史
の
中

変
遷
が
あ
る
」。
つ
ま
り
、
歴
史
の
中

に
は
伝
え
ら
れ
る
も
の
と
変
わ
る
も
の

に
は
伝
え
ら
れ
る
も
の
と
変
わ
る
も
の

が
あ
り
、
そ
の
二
つ
で
あ
る
「
伝
承
」

が
あ
り
、
そ
の
二
つ
で
あ
る
「
伝
承
」

と
「
変
遷
」
が
共
存
し
、
歴
史
が
刻
ま

と
「
変
遷
」
が
共
存
し
、
歴
史
が
刻
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
が
柳
田
と
折

れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
が
柳
田
と
折

口
の
考
え
で
あ
る
。

口
の
考
え
で
あ
る
。

　

科
学
技
術
の
発
展
や
社
会
の
変
化
に

　

科
学
技
術
の
発
展
や
社
会
の
変
化
に

伴
い
、
価
値
観
も
変
わ
り
続
け
る
が
、

伴
い
、
価
値
観
も
変
わ
り
続
け
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
〝
日
本
人
ら
し
さ
〞
は
い

わ
れ
わ
れ
の
〝
日
本
人
ら
し
さ
〞
は
い

ろ
い
ろ
な
行
事
や
習
慣
の
中
に
、
有
形

ろ
い
ろ
な
行
事
や
習
慣
の
中
に
、
有
形

無
形
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
っ
て
い
る
。

無
形
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
伝
承
の
研
究
に
よ
っ
て

こ
の
よ
う
に
、
伝
承
の
研
究
に
よ
っ
て

日
本
人
と
い
う
存
在
を
考
え
、
知
る
こ

日
本
人
と
い
う
存
在
を
考
え
、
知
る
こ

と
が
、
柳
田
と
折
口
の
主
張
す
る
学
問

と
が
、
柳
田
と
折
口
の
主
張
す
る
学
問

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
欧
米
の
「
民
俗

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
欧
米
の
「
民
俗

学
」
と
は
異
な
り
、
江
戸
時
代
に
国
学

学
」
と
は
異
な
り
、
江
戸
時
代
に
国
学

者
の
本
居
宣
長
ら
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

者
の
本
居
宣
長
ら
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

た
日
本
独
自
の
学
問
「
国
学
」
の
流
れ

た
日
本
独
自
の
学
問
「
国
学
」
の
流
れ

を
く
み
、
柳
田
は
自
ら
の
民
俗
学
を

を
く
み
、
柳
田
は
自
ら
の
民
俗
学
を

「
新
国
学
」
と
も
称
し
た
。

「
新
国
学
」
と
も
称
し
た
。

　

教
授
で
あ
っ
た
折
口
の
尽
力
に
よ

　

教
授
で
あ
っ
た
折
口
の
尽
力
に
よ

り
、
昭
和

り
、
昭
和
1515
（
１
９
４
０
）
年
４
月
、

（
１
９
４
０
）
年
４
月
、

本
学
に
民
俗
学
の
講
座
が
新
設
さ
れ

本
学
に
民
俗
学
の
講
座
が
新
設
さ
れ

た
。
折
口
は
以
前
か
ら
「
民
間
伝
承

た
。
折
口
は
以
前
か
ら
「
民
間
伝
承

学
」
と
い
う
名
称
で
柳
田
の
学
問
を
教

学
」
と
い
う
名
称
で
柳
田
の
学
問
を
教

え
て
い
た
が
、
正
式
な
講
座
に
な
る
に

え
て
い
た
が
、
正
式
な
講
座
に
な
る
に

あ
た
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
「
民
俗

あ
た
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
た
「
民
俗

学
」
と
い
う
名
称
に
改
め
る
こ
と
と
な

学
」
と
い
う
名
称
に
改
め
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
柳
田
と
折
口
に
よ
り
創

生
さ
れ
た
学
問
は
「
民
俗
学
」
と
し

て
、
国
学
に
深
く
通
じ
る
こ
の
国
学
院

大
学
に
お
い
て
研
究
が
続
け
ら
れ
、
発

展
し
て
き
た
の
だ
。

伝
承
分
析
の
お
も
し
ろ
み

　

私
は
学
生
時
代
に
偶
然
、
柳
田
が
主

宰
し
た
「
民
間
伝
承
の
会
」
の
機
関
誌

を
図
書
館
で
読
み
、
民
俗
学
を
学
ぼ
う

と
志
し
た
。
歴
史
学
、
考
古
学
に
加

え
、
柳
田
の
手
法
で
あ
る
伝
承
学
、
さ

ら
に
最
先
端
の
分
析
科
学
な
ど
も
取
り

入
れ
た
〝
総
合
的
な
歴
史
科
学
〞
と
も

い
え
る
柳
田
の
民
俗
学
に
感
銘
を
受

け
、
そ
れ
を
継
承
し
た
い
と
考
え
、
今

も
学
生
を
指
導
し
て
い
る
。

　

民
俗
学
は
、
例
え
れ
ば
上
書
き
や
消

去
を
繰
り
返
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー

タ
の
履
歴
を
解
明
す
る
こ
と
。
現
代
人

に
は
、
こ
の
説
明
が
最
も
分
か
り
や
す

い
の
で
は
な
い
か
。
過
去
の
経
験
は
消

し
て
も
、
そ
の
履
歴
は
全
て
「
伝
承
」

に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
分
析
す
る
こ

と
が
民
俗
学
の
お
も
し
ろ
み
で
あ
る
。

（
談
）
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日
本
に
あ
る
年
中
行
事
の
多
く
は

旧
暦
の
時
代
に
形
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
旧
暦
と
は
、
古
く
か
ら
日
本
で

使
わ
れ
て
い
た
、
月
の
満
ち
欠
け
を
も

っ
て
一
カ
月
と
す
る
暦
で
す
。
明
治
６

（
1
8
7
3
）
年
か
ら
は
、
す
で
に
世

界
で
使
わ
れ
て
い
た
太
陽
の
動
き
に
よ

る
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
（
西
洋
暦
）
を
日
本

も
採
用
し
、
そ
れ
を
新
暦
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
日
本
の
風
習
に
は
太
陽
の
一
巡

を
基
準
と
す
る
、
冬
至
、
夏
至
や
春

分
、
秋
分
と
い
っ
た
旧
暦
の
こ
ろ
と
同

じ
節
季
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
正
月
は
お
め
で
た
い

の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
、「
年
取

り
」
の
祝
い
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
か
つ

て
は
誕
生
日
で
は
な
く
、
正
月
が
来
る

た
び
に
皆
が
一
斉
に
年
を
取
る
「
数
え

年
」
で
し
た
。
人
々
に
新
し
い
年
齢

と
、
一
年
を
生
き
抜
く
生
命
力
や
幸
運

を
与
え
て
く
れ
る
神
様
で
あ
る
年
神
様

が
や
っ
て
く
る
の
が
正
月
な
の
で
す
。

古
く
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は
年

神
様
を
盛
大
に
迎
え
る
た
め
の
行
事
が

あ
り
、
そ
れ
ら
は
変
遷
を
た
ど
り
な
が

ら
今
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
日
。

旧
暦
の
12
月
13
日
は
鬼き

宿し
ゅ
く

日に
ち

で
、
婚

礼
以
外
全
て
の
こ
と
が
吉
だ
と
さ
れ
、

新
暦
で
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
月
事
始
め

　

農
家
や
商
家
の
煤
払
い
を
受
け
継
ぐ

も
の
。
旧
年
の
災
厄
を
払
い
、
心
身
と

も
に
清
ら
か
に
し
て
年
神
様
を
迎
え
る

た
め
の
行
事
で
す
。「
苦く

」
が
付
く
12

月
29
日
、
旧
暦
で
大
晦
日
だ
っ
た
30
日

を
避
け
、
28
日
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
の

が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
掃
除

※地域により呼び名は異なります※地域により呼び名は異なります

　

家
族
そ
ろ
っ
て
家
に
籠
も
り
、
年
神

様
の
来
訪
を
待
つ
の
が
古
く
か
ら
の
元

日
の
過
ご
し
方
で
し
た
。
江
戸
時
代
中

期
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
変
わ
る
年
神
様

の
い
る
方
角
を
「
恵
方
」
と
呼
び
、
恵

方
に
あ
る
社
寺
に
参
詣
す
る
「
恵
方
参

り
」
が
流
行
し
、
こ
れ
が
現
在
の
初
詣

の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
詣

　

お
供
え
か
ら
お
ろ
さ
れ
た
食
べ
物
は

神
様
か
ら
の
賜
り
物
と
考
え
ら
れ
、
特

に
コ
メ
を
使
っ
た
鏡
餅
は
神
様
の
力
が

宿
り
、
こ
れ
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
一

つ
年
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
あ
り
が
た
い
餅
を
商

家
の
主
人
が
使
用
人
に
与
え
た
り
、
親

が
子
に
与
え
た
り
し
た
の
が
お
年
玉
の

起
源
で
、
江
戸
時
代
に
は
餅
に
代
わ
っ

て
着
物
を
新
調
し
て
贈
っ
て
い
ま
し

た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
広
く
一
般
的
に

現
金
が
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

お
年
玉

　

宮
中
で
元
日
や
節
句
な
ど
の
「
節せ

ち

日に
ち

」
に
神
様
に
供
え
て
い
た
「
節せ

ち

供く

料

理
」
に
由
来
し
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら

庶
民
に
も
定
着
し
、
年
神
様
に
供
え
た

料
理
の
お
さ
が
り
を
い
た
だ
く
こ
と

で
、
力
を
授
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
重
箱
に
料
理
を
詰
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
明
治
・
大
正
時
代
以
降

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
せ
ち

　

旧
暦
で
は
、毎
月
15
日
が
満
月
に
当

た
り
ま
す
。そ
の
年
初
め
て
の
満
月
を

家
庭
で
祝
い
、小
豆
粥
を
食
べ
て
一
家

の
健
康
を
祈
願
し
た
り
、紅
白
の
餅
を

飾
り
木
に
つ
け
た「
餅
花
」を
作
っ
て
豊

作
を
願
っ
た
り
し
ま
す
。門
松
な
ど
の

正
月
飾
り
を
焼
い
て
清
め
る
ど
ん
ど
焼

き
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在

で
は
、こ
の
日
を「
正
月
の
終
わ
り
」と

考
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

小
正
月
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国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
高
校
生
新
聞
）
に
よ
る
第
22
回
全
国
高
校
生

創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木

育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学

北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・

全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語

教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）

と
、
第
14
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ

ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会

・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道

短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
農
林
水

産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指

導
協
会
）
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
、
12
月
２
日

に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
両
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ

せ
て
１
万
６
８
１
３
点
の
応
募
が
あ
り
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

短
篇
小
説
の
部

◎
佳
作　

三
枝
鈴
音「
色
」（
広
島
・
呉
三
津
田

高
１
年
）▽
藤
原
有
梨「
ク
オ
リ
ア
」（
兵
庫

・
小
野
高
２
年
）▽
山
口
真
依「
言
の
葉
」

（
神
奈
川
・
市
立
川
崎
高
２
年
）▽
片
瀬
愛

梨「
フ
ー
セ
ン
」（
東
京
・
大
妻
高
１
年
）▽

岸
本
春
花「
鼻
の
奥
で
香
る
恋
」（
福
島
・
会

津
学
鳳
高
２
年
）

◎
入
選　

武
藤
結
衣
「
カ
ケ
ル
」（
埼
玉
・

狭
山
ケ
丘
高
２
年
）
▽
檍
里
佳
子
「
そ

し
て
、
乙
女
の
腹
に
乗
る
」（
兵
庫
・
長

田
高
１
年
）
▽
大
内
侑
美
「
赤
い
コ
オ

ロ
ギ
」（
三
重
・
桑
名
高
１
年
）
▽
森
萌

華
「
先
生
の
笑
顔
」（
三
重
・
桑
名
高
１

年
）
▽
乾
迪
保
「
ジ
ャ
ム
と
ピ
ア
ノ
と
バ

イ
オ
リ
ン
」（
岡
山
・
津
山
工
業
高
専
２

年
）
▽
大
野
木
一
博
「
高
速
道
路
地
蔵
」

（
岡
山
・
津
山
工
業
高
専
２
年
）
▽
野
田

真
菜
「
自
分
の
価
値
」（
福
岡
・
北
筑
高

１
年
）
▽
宮
澤
栞
菜
「
ラ
ス
ト
ノ
ー
ト
」

（
埼
玉
・
熊
谷
女
子
高
３
年
）
▽
金
雪
芽

「
自
由
の
鳥
」（
東
京
・
東
京
電
機
大
高

１
年
）
▽
山
本
佳
奈
「
惑
う
小
瓶
」（
千

葉
・
佐
倉
高
２
年
）

現
代
詩
の
部

◎
佳
作　

黒
肱
奈
乃
子
「
窓
に
、
ア
オ
、
咲

え
！
」（
沖
縄
・
Ｎ
高
沖
縄
伊
計
本
校
１

年
）
▽
有
泉
遥
「
日
常
の
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」（
埼
玉
・
浦
和
第
一

女
子
高
２
年
）
▽
薄
衣
唯
華
「
淡
々
と
」

（
神
奈
川
・
県
立
川
崎
高
１
年
）
▽
瀨
口

愛
奈
「
さ
い
わ
い
」（
福
岡
・
修
猷
館
高

３
年
）
▽
加
藤
優
奈
「
骨
と
夢
」（
埼
玉

・
鴻
巣
高
３
年
）

◎
入
選　

吉
永
博
紀
「
淡
色
」（
東
京
・
淑

徳
巣
鴨
高
１
年
）
▽
矢
田
安
侑
子
「
か

く
れ
ん
ぼ
」（
神
奈
川
・
麻
生
高
３
年
）

▽
野
口
真
絢
「
鏡
の
中
か
ら
正
し
き
声
が

手
を
伸
ば
す
」（
東
京
・
朋
優
学
院
高
２

年
）
▽
鈴
木
僚
介
「
僕
と
私
で
」（
神
奈

川
・
県
立
川
崎
高
１
年
）
▽
伊
藤
朋
香

「
止
ま
ら
な
い
〝
時
間
〞」（
宮
城
・
常
盤

木
学
園
高
２
年
）
▽
草
加
修
宏
「
オ
ル
ゴ

ー
ル
」（
岡
山
・
津
山
工
業
高
専
１
年
）

▽
宮
﨑
淳
也
「
部
屋
」（
佐
賀
・
早
稲
田

佐
賀
高
２
年
）
▽
森
中
健
人
「
献
花
」

（
兵
庫
・
灘
高
１
年
）
▽
春
日
朋
佳
「
夏

の
果
て
」（
青
森
・
八
戸
工
業
高
専
２
年
）

短
歌
の
部

◎
佳
作　

平
嶋
遥
歌
（
熊
本
・
熊
本
信
愛
女

学
院
高
３
年
）
▽
白
沢
貴
悠
（
群
馬
・
太

田
高
１
年
）
▽
山
邊
愛
恵
（
長
崎
・
聖
和

女
子
学
院
高
１
年
）
▽
大
塚
佑
介
（
福
岡

第22回 全国高校生創作コンテスト

文部科学大臣賞に浦和第一女子高（埼玉）

文部科学大臣賞

浦和第一女子高（埼玉）
特別学校賞

太田高（群馬） / 大村高（長崎）
短篇小説の部

野口創「遠き虹への反逆」
（福岡・筑紫丘高２年）

一丸日向子「蝉氷」
（埼玉・浦和第一女子高１年）

馬場清歌「日曜日」
（埼玉・淑徳与野高３年）

最優秀賞

優秀賞

現代詩の部

藤井志穂「ながめの息を」
（広島・舟入高２年）

奥田由珠香「衷情」
（東京・女子学院高１年）

村上陽香「ひと言ぶんの等星」
（北海道・立命館慶祥高１年）

最優秀賞

優秀賞

短歌の部

永田海生（長崎・大村高３年）

宮﨑淳也（佐賀・早稲田佐賀高２年）
谷英里紗（千葉・安房高３年）

最優秀賞

優秀賞

俳句の部

荒井洋太（群馬・太田高２年）

田嶋堅（青森・七戸高２年）
谷野陽輝（埼玉・開智高２年）

最優秀賞

優秀賞

　

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創
作

活
動
を
通
じ
て
文
章
を
書
く
喜
び
、
も
の
を

創
り
出
す
苦
し
さ
、
自
分
の
考
え
を
言
い
表

す
難
し
さ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
美
し
い
日

本
語
の
再
発
見
と
学
修
を
目
的
と
し
て
平
成

９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
規
模
の
コ

ン
テ
ス
ト
。
今
回
で
22
回
目
を
迎
え
、
全
国

か
ら
１
万
６
０
８
５
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

内
訳
は
、
短
篇
小
説
９
７
１
点
▽
現
代
詩
の

部
１
２
６
５
点
▽
短
歌
の
部
４
１
７
４
点
▽

俳
句
の
部
９
６
７
５
点
―
だ
っ
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
学
校
賞
の

文
部
科
学
大
臣
賞
を
は
じ
め
別
表
（
敬
称

略
）
の
よ
う
に
決
定
し
、
文
部
科
学
大
臣
賞

に
は
浦
和
第
一
女
子
高
（
埼
玉
）、
特
別
学

校
賞
に
は
太
田
高
（
群
馬
）
と
大
村
高
（
長

崎
）
が
選
ば
れ
た
。

　

１
３
０
周
年
記
念
５
号
館
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
は
、
入
賞
者
と
関
係
者
、
審
査
員
、

赤
井
益
久
学
長
、
加
藤
圭
子
若
木
育
成
会
会

長
、
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理
事
、
西
健
太

郎
高
校
生
新
聞
編
集
長
ら
が
出
席
。
挨
拶
に

立
っ
た
主
催
者
代
表
の
赤
井
学
長
は
「
日
本

文
化
の
本
質
は
言
葉
に
あ
る
。
今
後
も
日
常

の
生
活
の
中
で
感
動
・
共
感
し
た
こ
と
を
言

葉
に
す
る
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
高
校

生
を
激
励
し
た
。

応
募
総
数
１
万
６
８
１
３
点

俳
句
の
部

◎
佳
作　

南
條
理
沙
（
宮
崎
・
宮
崎
西
高
３

年
）
▽
河
原
井
愛
美
（
茨
城
・
水
戸
第
二

高
１
年
）
▽
中
野
渡
瑞
希
（
青
森
・
七
戸

高
３
年
）
▽
木
村
詩
音
（
茨
城
・
結
城
第

二
高
４
年
）
▽
小
波
蒼
一
朗
（
福
岡
・
西

日
本
短
大
附
属
高
１
年
）

◎
入
選　

林
里
美
（
茨
城
・
下
館
第
一
高
２

年
）
▽
長
沢
叶
生
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女

子
高
１
年
）
▽
太
田　

慧
南
（
埼
玉
・
浦

和
第
一
女
子
高
１
年
）
▽
原
悠
菜
（
愛
知

・
幸
田
高
２
年
）
▽
川
村
海
斗
（
青
森
・

七
戸
高
１
年
）
▽
小
林
空
（
愛
知
・
名
古

屋
高
２
年
）
▽
白
井
駿
助
（
福
島
・
会
津

高
３
年
）
▽
大
橋
碧
（
茨
城
・
結
城
第
二

高
３
年
）
▽
竹
下
桃
香
（
福
岡
・
西
日
本

短
大
附
属
高
１
年
）
▽
松
田
れ
ん
げ
（
長

崎
・
大
村
高
２
年
）

【
審
査
員
（
敬
称
略
）】
◎
短
篇
小
説
の
部

▽
中
村
航
（
作
家
）
▽
傳
馬
義
澄
（
本
学
名

誉
教
授
）
▽
井
上
孝
雄
（
都
立
高
教
諭
）
◎

現
代
詩
の
部
▽
水
無
田
気
流
（
詩
人
・
本
学

経
済
学
部
教
授
）
◎
短
歌
の
部
▽
田
中
章
義

（
歌
人
）
◎
俳
句
の
部
▽
堀
本
裕
樹
（
俳

人
）
◇
村
田
光
英
（
高
校
生
新
聞
社
編
集
局

長
）

・
西
日
本
短
大
附
属
高
１
年
）
▽
川
名
遼

（
千
葉
・
安
房
高
３
年
）

◎
入
選　

井
手
穂
香
（
千
葉
・
若
松
高
２

年
）
▽
川
北
直
果
（
東
京
・
東
星
学
園
高

２
年
）
▽
広
瀬
大
輝
（
茨
城
・
結
城
第
二

高
４
年
）
▽
舩
窪
花
純
（
福
島
・
会
津
高

３
年
）
▽
井
嶋
南
里
（
奈
良
・
畝
傍
高
２

年
）
▽
宇
貫
真
布
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女

子
高
２
年
）
▽
岩
田
凌
央
（
埼
玉
・
深
谷

商
高
１
年
）
▽
羽
根
田
瑞
希
（
宮
城
・
常

盤
木
学
園
高
２
年
）
▽
松
本
愛
里
（
長
崎

・
大
村
高
１
年
）
▽
平
和
陸
斗
（
大
阪
・

堺
東
高
１
年
）

表彰状を受け取る短篇小説の部
最優秀賞の野口創さん

「これまでの作風から脱却し、自分らしさを追求した作品の第一号
で入賞できたことは本当にうれしいです。これからも研さんを続け
ていきます」

俳句の部 荒井洋太さん（群馬・太田高２年）

「受賞できるとは思っていなかったので驚いています。自分の思い
をどう表現するか大変ですが、今後もたまに作って友達と楽しめた
らいいなと思います」

短歌の部 永田海生さん（長崎・大村高３年）

「家族の死をきっかけに考え、無心で書きました。自分の気持ちに
向き合うことは難しかったですが、形にできてよかったです。今後
も作品を作り続けます」

現代詩の部 藤井志穂さん（広島・舟入高２年）

 「受賞するとは思わなかったので、とても驚きました。『遠き虹へ
の反逆』というタイトルは、我ながら魅力的だったので、そこが評
価されたことはとてもうれしいです」

短篇小説の部 野口創さん（福岡・筑紫丘高２年）

最優秀賞受賞者コメント
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高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定

第14回  「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト

折口信夫賞に砺波高（富山）

折口信夫賞

「宮地集落の民俗誌」
（富山・砺波高２年文系・歴史民俗班）

地域文化研究部門

「宮地集落の民俗誌」
 （富山・砺波高 ２年文系・歴史民俗班）

最優秀賞

「漬物で語る ～『知らない』と『忘れる』に
立ち向かう人々～」 飯田真世（愛知・杏和高３年）

最優秀賞

《　団　　体　》

《　個　　人　》

「平成最後の〝祖父江の虫送り〟 ～杏和高校　繋が
りを求めて～」 （愛知・杏和高 地域研究グループ）

「広めよう！みゃーくふっと先人の郷土文化」
 （沖縄・宮古総合実業高 生活福祉科）

優 秀 賞

「福井県敦賀市の伝統行事、『敦賀まつり』につい
て」 荒殿一花（東京・広尾学園高２年）
「変化していく音頭 ～音頭から始まる流行音楽の
かたち～」 武井千夏（愛媛・済美平成中等教育学校４年）

優 秀 賞

学校活動部門
「妖怪『地域興し』 ～山城の妖怪を活かした観光地
づくり～」　 （徳島・池田高 探究科）
「白文鳥の町弥富を再び ～弥富文鳥文化復活を目
指して～」　 （愛知・佐屋高 文鳥プロジェクト）

優 秀 賞

「おたちきさん ～なぜ、五百年以上祀られ続けて
きたのか？～」　（愛媛・西条高 地域・歴史研究部）

優 秀 賞

地域民話研究部門

「『鬼』考～今昔物語集と民話における～」
 大和田一稀（東京・世田谷学園高２年）

最優秀賞

《　団　　体　》

《　個　　人　》

「民間に根付く妖狐妖狸伝」
 （群馬・高崎商科大学附属高 社会部特選・特進男子）
「『あくねのなな不思議なおかし』
～阿久根の七不思議を調べて～」
 （鹿児島・鶴翔高 郷土芸能同好会）

「河口湖天上山に伝わる『カチカチ山伝説』の真相 
～カチカチ山伝説の発祥地は本当に天上山なの
か？～」　 廣瀬香奈（山梨・吉田高３年）
「澤様と人々の思い」　 木村心優（愛知・杏和高２年）

優 秀 賞

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
各
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
や
伝
説
、
郷

土
料
理
や
方
言
な
ど
の
身
近
で
当
た
り
前
な

風
景
に
あ
る
「
地
域
社
会
」
に
目
を
向
け
、

文
化
を
掘
り
起
こ
し
て
向
き
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
現
在
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
も
ら
お
う
と
開
催
。
本
学
の
持
つ
伝
承
文

化
に
関
す
る
資
産
に
触
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
研
究
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
も
狙
っ
て
い

る
。
平
成
17
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
14
回
目
と

な
る
今
回
は
全
国
か
ら
７
２
８
点
の
応
募
が

あ
っ
た
。
内
訳
は
、
地
域
文
化
研
究
部
門
の

団
体
36
点
・
個
人
４
４
９
点
▽
地
域
民
話
研

究
部
門
の
団
体
36
点
・
個
人
１
９
５
点
▽
学

校
活
動
部
門
12
点
―
だ
っ
た
。

　

最
も
優
秀
な
作
品
に
授
与
さ
れ
る
折
口
信

夫
賞
に
地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優

秀
賞
の
砺
波
高
２
年
文
系
・
歴
史
民
俗
班

（
富
山
）
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
各
部
門
の
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選
が
別
表

（
敬
称
略
）
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

　

表
彰
式
に
は
入
賞
者
と
関
係
者
、
審
査

員
、
赤
井
益
久
学
長
、
加
藤
圭
子
若
木
育
成

会
会
長
、
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理
事
、
西

健
太
郎
高
校
生
新
聞
編
集
長
ら
が
出
席
。
表

彰
式
の
後
、
各
部
門
最
優
秀
賞
の
団
体
・
個

人
の
受
賞
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
内
容
を

披
露
し
た
。

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）

◎
佳
作　

「
２
０
２
０
東
京
大
会
に
向
け
て

全
国
・
全
世
界
に
発
信
し
た
い
三
島
―
沼

津
間
６
・
６
㎞
の
道
」（
静
岡
・
沼
津
城

北
高
情
報
メ
デ
ィ
ア
部
）
▽
「
自
分
た

ち
の
足
元
を
み
つ
め
る
〜
我
が
家
の
お
雑

煮
か
ら
〝
今
〞
を
考
え
る
〜
」（
愛
知
・

杏
和
高
旧
２
年
３
組
お
雑
煮
調
べ
隊
）

◎
入
選　

「
ふ
る
さ
と
の
宝
物
探
し
」（
岐

阜
・
益
田
清
風
高
地
域
研
究
）
▽
「
伊

勢
神
宮
に
ま
つ
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
」

（
東
京
・
香
蘭
女
学
校
高
等
科
伊
勢
研

修
）地

域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）

◎
佳
作　

「
関
西
弁
は
日
本
語
習
得
の
良
い

ツ
ー
ル
と
な
り
え
る
の
か
〜
外
国
人
の
第

二
外
国
語
習
得
か
ら
み
た
関
西
弁
〜
」
弓

場
鈴
響
（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高

２
年
）
▽
「
報
恩
の
民
『
台
湾
少
年
工
』

は
日
本
統
治
時
代
に
お
け
る
犠
牲
者
で
し

か
な
い
の
か
」
矢
川
優
里
（
神
奈
川
・
横

浜
国
際
高
３
年
）

◎
入
選　

「
蜂
須
賀
家
政
の
墓
を
探
る
」
江

川
美
結
（
徳
島
・
徳
島
文
理
高
２
年
）
▽

「
屋
久
島
の
郷
土
料
理
を
伝
え
る
よ
り
よ

い
方
法
を
探
る
」
福
元
美
那
（
鹿
児
島
・

屋
久
島
高
３
年
）
▽
「
伝
承
さ
れ
て
い
く

津
軽
三
味
線
」
古
川
弥
音
（
青
森
・
五
所

川
原
第
一
高
１
年
）
▽
「
海
童
神
社
に
つ

い
て
」
北
畠
來
夏
（
青
森
・
五
所
川
原
第

一
高
１
年
）
▽
「
一
本
タ
モ
」
工
藤
千
愛

（
青
森
・
五
所
川
原
第
一
高
１
年
）

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）

◎
佳
作　

「
高
尾
山
の
天
狗
伝
説
」（
高
尾

研
究
会
〔
東
京
・
共
立
女
子
第
二
高
、
神

奈
川
・
桐
蔭
学
園
高
〕）
▽
「
衛
門
三
郎

伝
説
」（
愛
媛
・
東
温
高
郷
土
芸
能
部
）

◎
入
選　

▽
「
佐
野
の
伝
承
に
つ
い
て
の
調

査
及
び
英
訳
活
動
」（
栃
木
・
佐
野
高
佐

野
地
域
伝
承
研
究
班
）
▽
「
岩
木
山
と
鬼

神
伝
説
」（
青
森
・
五
所
川
原
第
一
高
２

年
６
組
G
チ
ー
ム
）

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）

◎
佳
作　
「
六
合
物
語
〜
こ
れ
を
語
り
て
柳

田
國
男
を
戦
慄
せ
し
め
よ
〜
」小
杉
恒
太

（
群
馬
・
高
崎
経
済
大
学
附
属
高
３
年
）▽

「
箱
根
に
お
け
る
九
頭
龍
伝
説
」石
田
瑠
奈

（
神
奈
川
・
鎌
倉
女
子
大
高
等
部
２
年
）

◎
入
選　

▽「
伊
能
忠
敬
の
腰
掛
け
石
伝
承

に
つ
い
て
」谷
口
生
貴
斗（
福
岡
・
修
猷
館

高
２
年
）▽「
七
夕
の
は
じ
ま
り
」今
井
真

琴（
青
森
・
五
所
川
原
第
一
高
２
年
）

【
審
査
員
（
敬
称
略
）】
▽
小
川
直
之
（
本

学
文
学
部
教
授
）
▽
新
谷
尚
紀
（
同
）
▽
花

部
英
雄
（
同
）
▽
高
橋
大
助
（
同
）
▽
常
光

徹
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）
▽

佐
藤
美
穗
（
本
学
客
員
教
授
）
▽
飯
倉
義
之

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

研究内容を発表する砺波高校の生徒

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国高校生創作コンテ
スト入賞作品集」、「 『 地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入賞
作品集」を２月下旬に刊行の予定です。同作品集は、無料配布い
たします。発送をご希望の場合は、希望部数と送付先をご連絡く
ださい。
問　総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

高校生向けコンテスト『入賞作品集』 を制作中

「昨年は優秀賞で悔しい思いをしたため、『今年こそ！』の
気持ちが実りました。努力に結果がついて本当にうれしいと
実感しました」

地域文化研究部部門：個人

飯田真世さん（愛知・杏和高３年）

「母親がコンテストをインターネットで探してくれたので、
一歩踏み出して論文を書いてみることにしました。夏休みを
まるごと使って論文を書いてよかった」

地域民話研究部門：個人

大和田一稀さん（東京・世田谷学園高２年）

「高校で初の試みとなった能登実習の活動記録をまとめまし
た。賞をいただけたことに驚くとともに、能登の方々に感謝
しなければと思いました」

地域文化研究部門：団体・折口信夫賞

富山・砺波高 ２年文系・歴史民俗班（代表：水上亮輔さん）

最優秀賞受賞者コメント
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平
成
25
年
に
国
学
院
大
学
に

着
任
し
て
か
ら
今
年
で
６
年
目

と
な
り
ま
す
。
思
い
返
す
と
、

最
初
は
授
業
も
下
手
で
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

「
ア
」
の
字
も
な
い
よ
う
な
授

業
を
行
っ
て
し
ま
い
、
学
生
に

迷
惑
を
か
け
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
特
に
ゼ
ミ
な
ど

は
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
学
生

に
率
直
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

求
め
、
そ
れ
を
も
と
に
授
業
の

内
容
や
実
施
方
法
を
修
正
し
て

い
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
定

期
的
に
開
催
さ
れ
る
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

（
Ｆ
Ｄ
）
に
参
加
し
、
そ
こ
で

学
ん
だ
経
験
も
生
か
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
学
生

か
ら
の
こ
れ
ら
の
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
、
現
在
の
授
業
ス
キ
ル

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
今
も
、
授
業
運

営
で
は
失
敗
も
多
く
、
反
省
す

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
た
だ
、

そ
の
都
度
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

学
生
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、
研
究
に
お
い
て

も
、
学
生
か
ら
の
意
外
な
質
問

や
意
見
が
良
い
方
向
に
反
映
さ

れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
私

の
研
究
領
域
は
会
計
学
で
す

が
、
当
初
は
、
研
究
と
教
育
に

相
互
作
用
が
あ
る
と
い
う
認
識

は
薄
く
、
研
究
が
教
育
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
は
あ
れ
ど
も
、
一

定
程
度
、
大
学
教
員
は
研
究
と

教
育
と
い
う
別
個
の
職
務
を
行

う
も
の
で
あ
る
、
と
思
っ
て
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
一
昨
年
、
学
生
か
ら
「
企

業
の
財
務
デ
ー
タ
で
、
欲
し
い

情
報
が
取
れ
ず
分
析
が
進
ま
な

い
箇
所
が
あ
る
」
と
の
意
見
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

そ
の
周
辺
領
域
に
着
目
し
て
新

た
な
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
ア
イ
デ
ア
を
具
体
化

し
て
、
最
終
的
に
は
学
会
発
表

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
は
、
学
生
に
さ
ま
ざ
ま

な
気
づ
き
を
与
え
る
職
業
で
は

あ
り
ま
す
が
、
学
生
か
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
与
え
ら

れ
る
職
業
で
す
。
こ
の
こ
と
を

忘
れ
ず
、
新
た
な
気
づ
き
と
の

出
合
い
を
楽
し
み
に
、
今
後
も

教
育
・
研
究
に
勤
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

若木が丘
だより

経済学部准教授

中田 有祐

教員が学生から学ぶこと

　

「
国
学
院
大
学
学
報
」
は
、
本
学
の
ニ
ュ
ー
ス
や

学
生
・
院
友
（
卒
業
生
）・
教
職
員
の
活
躍
を
お
届

け
す
る
機
関
紙
（
年
11
回
発
行
、
８
月
は
休
刊
）
で

す
。
定
期
購
読
を
ご
希
望
の
方
は
、
広
報
課
ま
で
は

が
き
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
年

間
購
読
料
：
5
0
0
円
〈
税
込
み
・
送
料
含
む
〉）。

連
絡
先
は
、
１
面
参
照
。

本学の機関紙を
定期購読して
みませんか？

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＬＣＣＣＬＬＬ
ＴＯＥＩＣ®学内テスト

内 ＬＬＣが団体受験特別制度（ＩＰ 
:Institutional Program）として実施す
るものです。公開テストとＩＰテス
トのスコアの有効性はTOEIC主催
団体で同一とされていますが、一部
の企業、公務員採用試験、大学院入試
などによっては公開テストの結果の
提出を求められる場合もあります。

日来年２月14日㈭
時 10時15分集合、13時解散（試験時
間は２時間）
場 渋谷キャンパス（教室は未定）
料3500円
対本学在学生
申 １月30日正午までに自動証紙発行
機で証紙を購入し、各キャンパスの
ＬＬＣに提出
問▶渋谷：ＬＬＣ（百周年記念館）
　▶ たまプラーザ：ＬＬＣ　ＹＯＫＯ
ＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ（１号館）

日 時 立入制限区域等

Ａ
日
程

２月１日㈮
入学試験準備日 終日 １・２・３・５号館、体育館、若木21２月２日㈯・３日㈰
入学試験当日

たまプラーザキャンパス

日 時 立入制限区域等

Ａ
日
程

２月１日㈮
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号
館、百周年記念館（地下１階、３階）

15時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
19時30分以降 学術メディアセンター

２月２日㈯～４日㈪
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号
館、学術メディアセンター（博物館を除く）、若木会館、
百周年記念館（地下１・２階、３・４階）
※若木タワー（２月２日㈯のみ立入制限とする）

Ｂ
日
程

２月23日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号
館、百周年記念館（地下１階・３階）

13時以降 若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）
19時30分以降 学術メディアセンター

２月25日㈪
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号
館、学術メディアセンター（博物館除く）、若木会館、百
周年記念館（地下１・２階、３・４階）

※２月１日17時～４日、23日17時～25日：国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖

◆本学一般入試
渋谷キャンパス ※博物館は２月２日、３日のみ休館

◆大学入試センター試験

日 時 立入制限区域等

１月18日㈮
入学試験準備日

17時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
19時30分以降 120周年記念１号館
21時以降 120周年記念２号館、３号館、130周年記念５号館

１月19日㈯・20日㈰
入学試験当日 終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、

若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）
※１月18日17時～20日：国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖

渋谷キャンパス ※ 図書館は、１月18日：９時～22時、１月19日、20日：10時～18時で開館

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物物
料無料
時 10時～18時（入館は17時30分まで）、
12月26日㈬～来年１月６日㈰、15日
㈫～21日㈪は休館

  
特別展 「神に捧げた刀－神と
刀の二千年－」

内 神のはたらきを表したり、神への重
要な捧げ物と位置づけられてきた刀
剣。本展では、東国各社の奉納刀を展
示、神や神社と刀剣の関係について、
その歴史的背景を明らかにします。
日来年１月22日㈫～３月16日㈯
場博物館企画展示室

 ミュージアムトーク
場博物館ホール
▶ 「刀の神と神の刀」
内当館の笹生衛館長が講演します。
日１月26日㈯
時14時～15時
▶ 「中世東国武士の神社信仰と刀剣」
内 当館の笹生衛館長と吉永博彰助教が
講演します。
日２月９日㈯
時15時30分～16時30分

▶「神に捧げた刀」
内 ふくやま美術館長で東京芸術大学名
誉教授の原田一敏氏が講演します。
日２月23日㈯
時14時～15時
▶「愛しき刀ーその歴史と扱いー」
内 当館の内川隆志副館長と刀剣研究家
の黒沢義文氏が講演します。
日３月２日㈯
時15時～16時

  特集展示「那智参詣曼荼羅巻子本の
仕立てを探る－東京文化財研究所に
よる光科学的調査の成果報告－」

内 国学院大学図書館が所蔵する本資料
は、多数の類本が存在する那智参詣
曼荼羅のなかでは珍しい「巻子本」
の形をとるものです。本展では、東
京文化財研究所による最新の光学的
調査によって明らかになった「掛
幅」から「巻子本」への調整過程を
公開します。
日来年１月14日㈷まで
場博物館ホール

※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大大学学大学学大学学学学学学学大大大学学学学学学学学学学学大学学学学大学大学学大学大大大大大大大大大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかかかかからかかららら学 らららからかららからかかかかかかかかかかかかかかかか学か学か学学学 ららららららららららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

  国学院大学修学支援奨学金 
 （前期採用）を募集

内支給金額30万円（２分割給費）
対 現１～３年の学部学生で、勉学意欲
があり、経済的事由により修学困難
な学業・人物とも優秀な者
申 来年１月31日㈭までに願書・要項
を事務局窓口で受け取り、３月18
日㈪・19日㈫の受付時間内に文・
経済・法・神道文化学部生は学生生
活課、人間開発学部生はたまプラー
ザ事務課へ出願。詳細は要項で確認
を。
問▶学生生活課 
　　（☎03・5466・0146）
　▶たまプラーザ事務課
　　（☎045・904・7705）

  大学入試に伴う入校制限

　平成31年度大学入試センター試験
および本学一般入試実施のため、会場
となるキャンパスへの入校を下表の通
りに制限します。なお、該当期間は課
外活動を行うことができません。ま
た、来年１月19日㈯は全日休講とな
ります。　

イベント

  チャレンジ！器械運動

内 お子さんは、器械運動は得意ですか
？　運動遊びはしていますか？　器
械運動の苦手なお子さんは、運動遊
びの経験が不足しているかもしれま
せん。モスクワ五輪体操競技代表の
笹田弥生准教授（人間開発学部）
が、リズム体操、からだつくり・ほ

ぐしの運動、サーキット運動、マッ
ト、とび箱、鉄棒について指導しま
す。
日来年２月16日㈯
時10時30分～11時45分
場たまプラーザキャンパス・アリーナ
料 500円（「親子で楽しむ運動遊び」
受講者は不要）
対５歳～小学４年生（先着25人）
　※ 保護者から離れて講習が受けられ
るお子さま

申 １月16日㈬10時からＨＰの申し込
みフォーム（https://www.kokugakuin.
ac.jp/event/93049）で受け付ける。
FAX（ふ045・904・7707）の場
合は、講座名・申込者とお子様の氏
名（ふりがな）・参加人数・年齢・
性別・住所・電話番号・メールアド
レスを記入して申し込み
問地域ヘルスプロモーションセンター
　 （☎045・904・7707、平日10時
～17時、土曜９時～13時）
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　「応援の華」とも称されるチアリーダー。国学
院大学全学応援団では、チアリーダー部ＢＵＮＮ
ＹＳが華麗で迫力ある演技を披露する。学内外の
イベントでも活躍するが、その歴史はブラスバン
ド部とともにわずか４年と思いのほか短い。
　創設について、全学応援団広報室長の安田一貴
さん（法４）は「リーダー部のみの応援に限界を
感じ、ブラスバンドとチアを加え応援の幅を広げ
ることになりました」と話す。４年目で17人に
まで増えたチームは、チアリーダー部長の宮澤
碧
あおい

さん（法４）、副団長の髙橋花実さん（法４）、
幹部の仲田菜摘さん（子支４）の３人が１期生と
して引っ張ってきた。
　「コーチの指導以外に動画サイトも先生でし
た。１年春の野球シーズンでは応援できず、秋の

神宮でデビューできました」
　期待を胸に応援に臨んだ３人を待ち受けていた
のは「君たち誰？」という視線。「見慣れぬチア
が出てきたんですから不審に思いますよね。で
も、シーズンを終える頃には、『頑張って！』『応
援ありがとう』との言葉ももらえ、チアの楽しさ
が増してきました」と振り返る。
　ゼロから作り上げたＢＵＮＮＹＳの演技は、リ
ーダー公開などのチア・ステージを含めると「ほ
ぼ無数」（宮澤さん）という。そんな演技で一番
求められるものは「信頼」。プライベートでもめ
事があっても、「練習や本番ではしっかり切り替
えます」。宮澤さんの口調には揺るぎがない。
　もう一つ、「笑顔」も忘れてはならない。「どん
な時でも『負の感情』を顔に出してはダメ。私た

ちは応援を第一としたチアですから」と言い切る
宮澤さん。週２回の練習では鏡に向かって演技に
磨きを掛けるのと同時に、笑顔のチェックも大事
な要素だという。
　チア経験は就活にも生きた。「面接でお話しさ
せてもらったのは、チアのことばかり。面接官に
も興味を持ってもらえました」。銀行の一般職と
して働くことが決まっており、「窓口で『いつで
も笑顔』が生かせます」と笑みを浮かべる。
　練習中の後輩からは「新歓の時、スッと立って
いる先輩がたの姿に感動したのが入団の決め手で
した」との声も。チアにかけた宮澤さんたちの
「想い」は、確実に受け継がれている。

いつでも笑顔を。私たちは応援するチア

国学院大学全学応援団連続インタビュー〈中〉
チアリーダー部ＢＵＮＮＹＳ

　　プロ野球選手を目指したのはいつから
　帝京高校２年のときに、１学年上でバッテリーを組
んでいた石川亮捕手（現・日本ハム）がプロに行った
のが大きかったかなと思います。３年でプロに行きた
いと思っていたのですが、周りの選手を見たときに、
やっぱり自分にはまだ足りないものが多いなと思い大
学進学を選びました。
　国学院大学に進学して、１年のときに柴田竜拓選手
（現・横浜DeNA）がプロに進みましたし、東都大学野球
で戦うたくさんの選手がプロに行くのを見て「行きた
い」が「行く」に変わってきました。３年のときには「絶
対に行く」という気持ちを持っていたのが、大きかった
ですね。環境が意識を変えてくれたと思います。
　　大学での４年間を振り返って
　授業から帰ってきても誰かが合宿所の玄関でバット
を振っていたり、ウェイトトレーニングをしていた
り。食堂に行ったら体重の少ない人が人より多くご飯
を食べていたりしている。どこかで誰かが野球をして

いるので、あの環境にいたら野球から離れようという
感覚にはなれないです。
　野球に対して「うまくなりたい欲」というのは、誰
もが持っています。メンバー外だからこそレギュラー
よりも練習していつかチャンスをもらったときに結果
を出そうという仲間がゴロゴロいる野球に集中できる
環境でした。
　今季もそうだったのですが、東都大学野球１部は優
勝争いをしていたのにも関わらず、１つの試合を落と
したことによって５位、４位になることもあります。
実力が拮抗しているゆえに、いい経験になりました。
　　 いよいよプロ野球の世界に入る。17番を背負っ
て、目指すピッチャー像は
　ヤクルトで背番号17は、通算191勝を挙げた松岡
弘さん、沢村賞や最多勝を獲得した川崎憲次郎さんが
付けたエースナンバーです。子どもたちが「17番を
つけたい」「清水みたいになりたい」と思ってもらえ
るような選手になりたいです。

強気の投球で今年春のリーグ戦
では最優秀防御率を獲得

Ⅰ面から

　関東大学ラグビー・リーグ戦グループ2部は全日
程（９月16日～11月18日）を終了し、ラグビー
フットボール部は５勝２敗、勝ち点22で３位に終
わった。開幕から５勝１敗と好調の同部は11月18
日、拓殖大学グラウンドでの最終戦に臨んだ。対戦
相手は、勝ち点で並ぶ東洋大学。勝てば１部との入
れ替え戦進出が決まる。
　前半を６-７で折り返し、迎えた後半、立ち上が
りに立て続けにトライを奪われ一時は15点差まで
リードを広げられた。
　追いかける同部は、ＷＴＢの藤田爽太郎選手（健
体４）のトライで試合の流れを引き寄せると、江上
雄代朗選手（法３）、桑原真諭選手（健体２）が立
て続けにトライを挙げ、25-21と逆転に成功した。
　しかし、終盤に東洋大学に再び逆転を許し、
25-35でノーサイド。関東学院大学、東洋大学に
次ぐ３位でリーグ戦を終えた。

関東大学ラグビー2部関東大学ラグビー2部
３連続トライも一歩及ばず３位３連続トライも一歩及ばず３位

ラグビーフットボール部
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時　代：平安時代（前期）・９世紀 
出土地：茨城県つくば市東岡　 
　　　　金田官衙遺跡（九重東岡廃寺） 
　桜川西岸の台地上に所在する金田官衙遺跡は、奈
良時代前葉から平安時代前葉にかけて営まれた常陸
国河内郡の郡衙・郡寺関連遺跡です。本資料は、九重
東岡廃寺と呼ばれる郡寺推定地から出土した一対の
広口壺であり、蔵骨器として組合式の石室に埋納さ

れていました。頭部の櫛書波状文や、胴部に巡らせた
突帯、肩部から胴部にかけての蓮弁文などは、国内に
例を見ない意匠であり、朝鮮半島からもたらされた
ものである可能性が高いと考えられています。 
展示案内：本資料は、博物館の常設展示（考古展示
室）でご覧いただけます。  
ウェブサイト案内： 
http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 
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硬式野球部　

プロ野球・東京ヤクルト　1位指名
清水投手「環境が意識を変えたプロへの道」

仮契約を終え、こくぴょんとつば九郎を手に
する清水昇投手（日刊スポーツ新聞社提供）

陸上競技部

箱根駅伝　エントリー選手発表
シード奪還へ
「歴史を変える挑戦」
　来年１月２、３日に開催される第95回東京箱根
間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）に出場する全23
チームのエントリー選手16人が12月10日に発表
された。３年連続12回目の本大会出場となる本学
陸上競技部は、土方英和主将（健体３）を中心に88

回大会以来のシード権獲得を目指す。
　11日に渋谷キャンパスで行われた壮行会で
は、赤井益久学長から土方主将に「箱根路の風に
なって駆け抜けろ」というエールとともに赤紫の
たすきが手渡された。

　土方主将は「チーム目標は８位、シード権獲
得。必ず達成したい」、前田康弘監督は「全日本
大学駅伝では６位でシード権を獲得しチームが充
実してきている。ここからが勝負。心に残る走り
を披露したい」と意気込みを語った。

　10月に行われたプロ野球・ドラフト会議で、東京ヤクルトスワローズから１位指名された清水昇投手
（日文４）。12月７日には、入団選手発表会が都内で行われ、背番号17のユニフォーム姿を披露した。
「戦国東都」と呼ばれる東都大学野球１部で43試合に登板し、13勝を挙げた右腕は、４年間の学生生活に
何を思い、まもなく始まるプロ生活に何を目指すのか。

ドラフト1位に高揚感とプレッシャー
　　ドラフト指名から１カ月余りが経った今の心境は
　ドラフト指名を受けたときは、今までやってきたことがありますから、気持ちが高ぶりました。仮契約が
終わって、これから結果を出していかないといけないプレッシャーが出てきました。これは、自分の中で前
向きな意欲に変えられたらと思っています。

Ⅱ面へ続く

田中　義己（経３）
箱根駅伝は中学生からの夢。
復路で崩れない粘りの走りを

浦野　雄平（経営３）
世界大会などで成長したこと
を走りで示す。個人目標は区
間賞

青木　祐人（経ネ３）
持てる力を出し切り、シード
権獲得。個人では区間賞を目
指す

蜂屋　瑛拡（法４）
過去の国学院を超える結果を
求める

長谷　勇汰（史４）
陸上人生のきっかけとなった
憧れの舞台。恩返しの走りで
10年間の集大成に

芹澤　昭紀（経ネ４）
憧れの舞台が今は戦う場所。
感謝の気持ちを走りに込める

小中　駿祐（経４）
最初で最後の箱根駅伝。自分
の力をすべて出す

江島　崚太（経４）
最終学年の意地とプライドで
止まっていた歴史を大きく動
かしたい

藤木　宏太（神文１）
今年一年の集大成。自分の役
割を最大限果たしたい

殿地　琢朗（健体１）
高校で都大路を走れず悔いが
残った。一生心に残るのが箱
根。必ず結果を残す

森　　秀翔（史２）
区間１桁順位で、歴史を変え
る挑戦に貢献

田川　良昌（経２）
夢の舞台で自分に与えられた
役割を全うする

木下　　巧（健体２）
お世話になった人に恩返しを
する舞台。自分のやってきた
ことを証明する

臼井　健太（健体２）
歴史を変える一員として一年
間やってきたことを出し切る

茂原　大悟（史３）
自分の力を発揮し、シード権
獲得に貢献できる走りをした
い

土方　英和（主将・健体３）
箱根駅伝は、目標の原点。持
ち味の安定感で結果を残した
い

エントリー選手顔写真および名簿（氏名・所属・抱負）
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